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☆犬蓮汽船,f…･山東丸("34)、山西丸(3,234)、河南
丸（3‘280),河北丸（3』”7)､'長春対(“26)‘，龍江丸
i(5,626)、演江九(5,"8)､北京丸(2,2dO)、‘寓毒九
？(2,200 ）．，．．．．．．

*島誉汽綴･;‘…昌平九(理00)､日本海丸(2,200)、錘
泙丸(6,282),-..,-'･､.

☆飯野商事．．‘･･･富生山九（9,524)、，第二畷駁丸《540)、
東蕊丸(10,052)､極東丸(10,0戦､國島九(4,083j､
｝玉島丸(3,560)"、

☆小倉石油……小倉丸(7,”0)、第二小倉丸‘(7,311）、
☆日本タンカー……帝洋丸(9,849)､快速九('’'24)､変
：洋丸（9,000)、海城丸（8,836），、

・画。，・・’1‐．

☆鐡這省……宗谷丸（3,593)､:第一鐡築九（狸3)、金剛

、‘丸“'“)、興安九（7,'“）
鍔三菱商夢:｡･鱒さんら．もん九(7,3喰九‘胃‘ん〈鞭め〃て
丸（7郷5)、昭浦丸（6,803)曜和浦丸（6,800)､須磨浦

鐡蝋蓬穏藤(霊醗祁!""畠｡)jゞ
☆廣海商事･…･･庭隆丸(6,680)、庚徳丸（“00）

論灘藍:黒難糊蛎無淵
☆石原産鍵‘･‘…名古屋丸（6,000)､,淨癒撰丸､(6,181)
☆窩千悪商船.::.･樹榮丸賦5“)､穂鶚丸(“59)．．
☆東京癖常艦,．…蘋丸（758)、桐丸(500)､:東瀧太郎九
（窓)吋淡九イ937)､禰橘丸也780)、

電溌箪童鱗§綱鐘諺鰯‘)蝿泉勤

難識繍誠謡
聯::鯛撫､繊撫鰭鋤
蝋澗聯黛熱慨壽職総
篭燃豊職薗縦嘩蝿峨鯲鍛壹薗職丸

犠蕊磯藻獺麓韓"鋤

☆練習語紀:､噸走津の白本丸(2“3,‘文部省入綴籟中
海鴬本丸鮒(向鋤､幌走中少海垂丸(2;“､蘂部弩)、
ド鋒走聡の海玉丸（同前汎帆走中のおしよる丸~(471，
、､文部省）､穣走中のおしよ皇丸（同煎)白蝿丸乃3班.｜農
.、泳碧)・：．．､，、

☆漁鱒指迩旙..､端晦丸(狸､､南洋臆)､照南丸(“
選潜總督府)、千勝丸.．(ﾕ99、吉野力太郎)、天洋丸
(65穴林兼)､快鳳九，,(1,091,.農林省)､照風丸(2郷
，朝鮮總督府)､駿河丸(99'、日本水産)i

☆その他;…忽日の丸(2,666、日本食塵)、諏州丸"鯉珈
‘菩妻汽路)､､祁寵丸（227,刺1戸溌關)、‘新興丸鯰400

蕊騨嬬撫鐵7:職繍)繊淵識
北洋九(当216,北日本淀大阪丸(1,472,､瀞貝)泊豊
丸.(5,750,岡崎汽絡)､第手八御影丸("19､謡康汽

塗襄灘黒撚蝋議講
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オルデンバーネヴエノレト（19j000,.猫)、彦輔クトリ
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晦蕊篝認識童篝蕊襄蒙菫鍛蕊鱗職鱗議駕簔撫ものでも‘大海津國民としての良識途提供すごあるb'.
鐸

矢崎信之箸舶用機關史話
‐，東京高等商船教授

〈發賓中）(‘1）
定債2.20送料此10

總農蕊物の現朕を正確に托握するにはfそめ歴史を知らねば承・ら砲。
蹴用的舶用機關が創製哲ら弊てから､．未だ颪四一卜洋に浦た‘ないが､『その間に於けるこれが質的

議繼欝霧差蹴擬･ﾄ蕊藤墓露誌餓興味深や許…《､舶
然るに我國に於ではじかかる文献｡雁乏L#い‘尋とは鐙憾と巷らるるどころであった。著者の手許

には職務上、これに開する多少の資料力喋ってゐたので､．それを蒐集し､‘且つ一般護書ﾉ<のため
に、敷術的解説を加へたものが本書であ~る。（序交より）‘．

オ

豈修抵剥豫雷q君
１
１

(2)海の資源職制》､蕊職擬相川廣秋著
鱸黙窯鱸懇鴇塞震難麓蕊需議遣調臓鰯鱗
ろ漁況を各方面より観察し、これに平易な解説を與へてゐる。原色版刷口繪四頁挿入｡

墓鰯皇蕊轆蕊患騨慧鰯蕊雑皇驫ざ蕊I
れは飽くまで鑿然と;した複雑さであって、凡てのご･とが次乏と展開し、淡兵.として行腫れてゐる，
の力蛎じぢ”ろ。こ｡れを如實に寵得しだいと思ふところに移嘩の;出發があるであらう。！－著碧
ばかが證覚地より､=海と;をこに棲捗生物、生活に立入って、その美しさ、愛しさ、冷嚴さを設い
語ゐる。 、
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大東亜共榮嘩礎正に堅から慾とする秋i鍔の､
要望は&幸にも船､津にも臘贈こそ繁柴の摂元を
なす窓の冠ある事偽.我等は夙に本誌一月號誌潮

霊叫んだとこるであるが､報壱跡皆善政鑛
這そ現下の最夫關心事たるを認渉るに垂つだ事は、

早<Z,胸に識されたる事の表面へ出る時機力錬／

た爲であらうが§そ姪は別と唾忽我等の主張が

燕現せられたものとして欣快措く龍陸警為と迄鯵､
である。ー爵’ ．‘ －， ，‘ 、

今期帝國議會に於ては2月4日黙謝堤XI型職白
乘組員手帳法案委員會席上､委員會の要求に應じ

大東亜戦雲T弓､特に船腹擴充策として寺島遁相の

鞭く漉冒賊の如く飾るが､翁等はま“本
壁画民云致して船舶擴充に遮進すべ職民間陰政
府庭協力し政府又最も適切瀧鍔零方策を蓮て､‘
徒乞睦會議を重ね議論に走るまたくす急速なる具

鐙的董現鍵計り即時露待に移すべき壱塾剖
毒島遮稿の説明は､支巍事鍵鋤の騨國の船

瞳量厳灘卿伽磁以上却伽蕊伽寓ドンを脅し篭
勵･'’0“聯撫下睦隻鋤に於織篭剛踊
るが、臘ｼ欺腫鞠=割程度奮診つ婚,型営涛癒識・
職肋睦嶺零繍麹萄f"苧嚇こぬ噸泌員､瀞

i43

篝＃麓難震鴬臺鍾蕊蕊懸『’凸､fq5

潔麓墓皐無蕊纂蕊難鬘
1，．凸同‐｡ D■PFJ 。．”．轡‘-qデー

鱗薑鍾塞讓蹴蕊睾登議辮■

施…謹篝謹捻海易化､材料繊節約
遜桐一造船所輔筒
する。『.‐ 1’

・費行方法としてば､勅令に依り船舶の建迩脚昌
修理につき趨鰄丙に漁け径工事監督戎x城雲聲
材あ調塗潅對余る遜信爽置"鍾限を海軍夫軍I鍛
讓して海軍大臣の指揮下に箙せ“る｡溌参罷考
軍"簔鮴鋤i鍵軍民菫事楚睨み合睦警零識議
蝿島や醤銘1．唱鯵海軍遜信滅誉津溌蝋濡
の下に戦嫌下最大限度の艦舶建遙を慧識旋織
､鐘しめ毒．、，．；．．.．｡‐

1．t．．.

。又一方､掌構鑛の利爵､｡沈鑿諮朧轄鵬：識窪鵬
鰯建造､外國船の利恥機帆船の利用等を種通読
迦梅蓮に利し塁きう,と識亀め蝿議｡ノ ：’4

以上塗泌極締鐸撒織繕診蓉莚鵜蕊手擬
膨誼鏑溌表弗篭搦琿心聯も糞聯考-鱗
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謹議篇議量癖欝鰯表蝉鏑舞電熱良
であるO~"1．．、．：

外國船@利甫と鶴ジャンクも含あられて居り、

蕊調蕊鑿繊譲欝
〆

磯恢譜たるや風眸絶佳なる瀬戸内海の景色に添へ

亀の鋤紘ち鋪に誌す齢‘と七る窪だ大でぁづ
てbこれ等標準船型育成に激務中を割いて協力し

篭議蕊諜蓋
た

日

あ

Ⅱ

唾I恥轤たるや戯畔絶匡なつ纈戸肉鐸四章巴雁添へされた事は、資に事業の統制に關しても叉賞行に
て黙糞として蓮る可憐なる姿にも見られる通り季對しても眞脆畢國一薮の緩制と云墨べきである｡
時に鍵ても我國沿岸航路に於て重大なる輪逢の役。現今支那事鍵に綴く大東亜戦雲あり、成程大頭
目を果し居るのであつで､こｵl等の石炭輪逢は－．亜戦零の戦果は歴史あって未曾有の赫鳧たるもの

篭蝋鶏皇麓鵜駕辮：難襄繊麓鰯辮驫
得瀞"､もめで齢うさ･、‘≦、“;､、、,健瀞をご秘篭我等力銭等の手にし得るのは數年後
木造船も輕覗出來ない｡犬に至っては鋼鐵の自〃だあり､:又ぞの章に耀舶急造を謝言るのであるか

蕊灘識議養
い先ノ

ら蝿こ部に大いに期待すべき摩ある｡現在とし ここに於て､今船型の標瑠城りし上は之を機
て遡鋤qﾄｼ穏糞ま.で鰹船は木遣c爽分であり、 關に及嬢し､喉製作間面淀完成せ進む畳と同時に並

難琴灘篁識蝋瀧蝋蕊零麓雲難聴壼囑§．
湯璃熟詠熱，”．‘寺島職恥言ﾘﾉきる同一造船所では同壽型の船舶
李恥急速製遥に鍵“雛鮒とし噸殊船即聡る寿針及蝉事ｴ業と睨み合せて軍管理工場

亀簔船､"富磨船等g鍵遥を座鑪し､‘特健.油槽、､瞳も製作の←一端を荷はぜる事たるや既に寳行策の
厳石鐇等に童鰄鄙裏雛包でゐ雷．、・最たる岬遥あ烏｡蝋ろ絢窪に我等は最も営を得

議蕊讓蕊灘製篝
峰聯鎚職鐵津跳鋳も誠言職誌潮に鍛純鴫郡である｡:この堅い決心を持って先
竜述べ礎やうに・同童同~⑧掴料を使用し懲同量‘・蝋篭に事に當畠なけ”ば蔵ら意ぃ。：‘
の人鈎篝源に依蠣遙頚賊出來うる限り短縮造ゞ{現謹我國鴫職工場膨-ぺて精巧なる軍需品
しめi,襖つ速力}も與塚､､戯澗謹ろ灘偉I壜於て最大を､:勾製f漬に琴忙を極あて居るがら､,今回の急速製造
縄ら恥､積載量繊大に､稚事船員紗くし､叉峰對嶮れ“優秀ｴ場を主職ず錘は恐らく
錐障も極少たらしむる事を‘目標と'し､出來上りの不可能で騒匿､う｡然らば今二流と云っては失禮潅
良含船舶に梯蠅蕊噂能奉を増さ脚義潅践ねので‘錘､:聡較的設備及て臆〉ﾊ頃に於窯て完壁と.垂で溝巷ら
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’
た設計淀二流工場でこなして行くのは無理な黙が注文を引き受けさせる。但し現在に蕊で構料の慰

壽:鐵蹴議蕊麓鰯菫壽菫嚥壹毫鵜雪篁蕊襄溌簑蒔が謹
比較して優劣の嶮討をして居る時ではない｡要は現在我國には機關部分品を造ってゎ詮VにLて
賞用雛のもの鐙i一日も早§多數に八手するに参≦も頼當精巧なる器械の製造に携って居る小工場が ｜
ろ｡iこ艇には誰でも出來ると云・畠型を標準化すべ．ある｡･これ等を指導したならば容易に優秀濯ろ部
きであって､修理の際に鋤蛎な毒僻地に擬輻錯‘分品を得ら蝿ろで垂ら員b時計製作工場の如き､,・
出乗ると云参事にしたや・機闘の優秀化の研究は計器､夢-”蝿ら燃籍鞭燃料ボﾝプの如ぎも，
今後の問題である｡我國は金持になるのである。 のの生産に充分役目を果す事が出来る画ぁら蚤｡‘･
今後に於曝E何物にあ鯉優秀化の研究には職の静、.又我國の大中ｴ場賎軍需腰民需耀實に袋瀧を趣一
裕錐有し得るであらう｡，．‘……§・‘， いて居るのであ鐙が聯'壹方室の星の如撒淀才融
かくしで同一リン数の船舶や同一馬力‘職關嫁．群小工場のうちには蓑材取得哩困辮二濡寒饗作圃
全國同毒型式の“を建造す．る事と鯏､早く串’､目の片端との爲腫閑鱸る考騨藻罎蝿醜騨
來な船に早く鐸来た機關織瞬､藻備品の換装賞鰯駒大垂熱下請量の謝職湧馳零漸ぐ､､

、残業が出黍;ろ程度の小工場も多いも,都下は別とし‘亦便と詮ろb:

製作腫當って'は分業的流制製塞を利とする．雑て少しく町を離れればこの種のものの数を見,熟
し分業IF依る部分品の専門難は製作期日･を早める｡こ:勉等も充分に調査して､響噛械蝿弱で
各個の伐事に熟縦來す爲に優秀なる品物を得ら、鯵ら,うと蝋出家鵡限‘’利用談べきだIと思ふ。
恥るけ恥ど､.との統制製作に堂っては品物の振分：次にパｲ:プ鶏計器類等は需要多く鶇して供給之｛
や仕嘉の程度を餘程巧妙に行低癒いと却淨室至職に俘健歩､攪際に普通争巽海斌燕手濁漉めて困鶏
の仕勤轆鯉る場合がある｡罰へば全部の部分品：であるから、これ等には官"手を必要とする｡，、

襄難謹讃識熱:鴬識繍蚤
造に對しては先づ心機關本綴を完成がるｴ場に陸Iする豫備品の事で職るら例かば或る船舶で或る識
分業的専門製品は負擴させない事とL袋､～方機闘’分品の逼注交を要する場合謹注は機顕製作零場添一
部分品“中纒つた部分品達扱き'出して､これ等を，向けられる香あらうb然るに鱈”垂場悉陸暑鋤が

宮の適當なる蝿職旋悔依つ症機關組立工場以外”統制製作品なるの故を以て自分の所では遥醗齢、
の夫'竜の適営なる工場に専門蝋朧獄健しぬ謡。、つた品物なので勢叺元の部分品製造垂場詳紹介参．、
機關製惟鰯に統制部品の製造詮背負はぜる事は‘る。どこら力洗方垂場では大量的注文の際乙暴製
一方曜機關完鱗をいるぐと同時噛他工場竜振向㈱作したが一つ三つの注麺に對陛で鯛隙に篭毒す，
‘くる溌制品の垂事進捗や技術的徐討で煩はし縦‘ると露ふ諒簿‘な鋤耀議その蒜果二重摩紹跡腫“
局完成品の蝿員に影認遼來すからである｡燃料辮日歎を要ずiると同時雁製f信腰‘は日懇かか鋤鴎來捻､
や燃斜錨琴プの如き重要癒るものkは精密通る縮巧‘品物は良品庵葱,い産云奔嶺う･な事と詮撞。と画黙
品の鍵f漁に秀いでたる斯へ依職索心職關附着の鋪最も注意を要す'る事を撒睦れろ｡,‘であ:ろか:動統制：

｜
助機械たるプ声ンジヤ'扉･ボン1ダ､噛章黍苧プ等睦品の最初注窯輝鐵つ埴は総來慥主'&見越し駕輔識｛

夫島の小鉦揚零持ち込謝聯器パイプマラ:ﾝヂ、 、なる識備品を含主嘩て製作ぜしめ、叉激闘完燐睡．、

恥附臺C如這睡何職､：や疹巷でも蓋支へ旗い｡面．儲っては機關郁分品細貝塞篭作り､各識分晶陶磯，
'して宇雪方材質的に高級震る”シク‘ｼｬｱ砿,締‘作者名と陸上貯藏佃灘等を銑桂記訊華使悶報ご侭‘
鶴･免蛮､輔鍵jま鱗材料襄場を動か哩鍾大塗“な,陸些むるが巽恢と臘蕊9《”毒参画藝鞠。
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戦捷､第癸識溺賀の;日ｶニ

山;・・際，､昌｛夫溌鞘試験蘇長エ學博士
･1

碓年ナヱ月藤鴬鵠“米英に野堕駿ゐ夫詔？
が漢謹惨職恥陸海軍の皇軍め精鋤横菱た蕃乗
割謹塵に雄潭鎚惑大作謹鏑始予るや､忽にし‘
雀太率澪"制鯛獅雨簡j職が手椛歸レミ逹
潅陸に諾MT莚侭碧臘雲赤五日香捲を、一月三日･マ
ニ展を完窒に蕊略峨塗に去識妻日メイギかズ・
-l〃

“車亜侵略宣二劇善有鱗の擦黙ジ勢力添星雄憩無・
錘皇軍の猛攻に堪辱かお鎭嬢を掲げf無條篠降
伏を議し.,尋:$に職の對臼職略三角形嘘あぺ渥、
職;完郵蓋卿織ったのである｡との秋に雛
鼠､･陶日釜喝っ輻ｼﾝ噸ヵボ‘痔:ﾙ島は昭南島と敬瀞凸・5

され､鑿に勢垂一手島遼大鳥島と改瀞した噂犀呼
鯉､大東魂共榮鰯毎束雛城噸宥名諦瞳舞
罎出し‘‘癖櫛の態勢礎るごと峨轆･乙
艇ら鐵蕊たる籔捷は､御稜威面下，‘わが忠蕊無比：
癒る墓辨簔の蝿力闘鐘賜惣に外獲らな;い“
議〆〒蓋億画躍如講し<感謝猫〈能ほざるとさるで、、
謬濁｡‘零走蕊圃潅殉職謹函“と化峨携兵に‘
謝し心か《ら庭織溌惇"惹潅義するも‘ぬであぷ・
鶯藩嬢，一昨凰繊辞職上に澄いて．'購い懲りを

難鋤-蛎岸鋤を右へ下りて行く‘畷い屋根
'噂癖箪聯職謬絢‘勢§鋤鑛尋鍍騨錨ろ｡想へ
I湛塞ぐ霧鮴鰔らどの総黙蛋でi鯵れら腫鐵路
憾函腱予百字蝿血の難錐っ隙け來った均だ。
兵溌ざん力#聴黙雁鏥濯1.%縄張兼だ！」と大
騨這あげで錐ぃ側'塗い陰辮荻員の記事を読んで

繊鋒墓誌磯蕊難蕊澗
シ謎ガ調戸”~シ"ﾝガ鑑一沙へ拳､-東京廣島間・

挺絹繕去る長距離鍬漣調憩もって言路猛進し滝’

騨識穂識溌潜馨謬俄兵瞬釧溌ﾝ殿-ル‘
鐸密目湾遡だ，見た瞬間か紳潅熱、目頭の熱T”D

,§瀧雌ぃ蝿幽諭零童跡幽來なが鐘走も
等《索等鋤1嘆職さんの蕊かげ｣雷あ鍵，、「兵

』‐

蕊6

際さん為看り難う'jでお為.､、：

失薫童鰐嘩唱的溌東亜塗暴虐なる米弾9種
捨醒,b"W,;弱縄を稽拳誉としも久縦冬舎箏心＃ゥq、~-･

rlﾛ-Iﾛ｡"

‘躯が肇薗毎蝿瀞腫融罐鵡唾崎秩序を葡織
し､熱蹴鯵鐙眞に東爽入の猿童た:ら践迩ん些鐡
ろk途iろば鋤て識●輩審蝋蠅東壷に塞げる

蕊
ぱ､何人も直ちに頷き得るものと思ふ?･次の寄港
地が霄港であ．り、シンカポールである｡どれらは
*:icｲ等リスの領嘩､‘ﾙかもかれらは難攻不薄
壁誇灘代鱸塞を構築し､･イギ'ｽの東亜幟’
＠睾夫癖城であった。更に船は．厩ンポ､:ァ認ン

ス寒惑ポートセッ渡に投銭ずろが、これらの港
はいつ郡もイギリスの領馳か、乃至はその勢力下
にある｡斯くしてわれわ"は俵太利カナ鞠に到
着し､職洲鎚の人と詮ることが出來るのであ
る。秀ポリにおいて下船径莪､更耀航海を綴けれ
胤黛の”力鍋毒ﾙに相呼應する地中海のイギ
’六嬉關鯲謬式ラタルに寄港して《光西洋に出で
鳶ﾝドどの地を踏錐とに.なる｡裁國産後に、膨
れわれば地球を賂表学周し極､‘遥島ロン常ンに到り自

轆:嘉蝋篁割雪鰯鑪嘉
鳴瀬:つた鑓の患があるのほ否み難い6－鵠尊肪督‘
好いの樺錘か｡ス垂羨以西は兎も儲スェ表
#陳俸れ働きと.也潅東洋である。何んの狸由惚も
つそ鰍また何んの繩馨も釘ｾ､西洋人たるか鼬
蜘填洋に籍ける要鰯雲所遊侵略し､1‘占鐵してpゞ
鍛噸働嵩分の一＄‘兼詠の＝樵も是蝿ゞ “瀞
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わが物顔に振る舞ひ‘搾取を鏡けてゐるの毒おら
うか。

をたアメリカ大陸に航す患船の唯一の寄港地は

四十餘年前までの鯛立國ハワイである。ごz画ンプ

･スのアメリカ大陸發見以來、アメリカ白人の土人

に對する迫害は、かQ非人道極主ろ奴隷制度を産
み、とれを取扱った數多く②"観低涙詮くじては

讃むことが出來 ね。！．、‘、

遼灘燕界歴史はか熱ら白人め罪悪の記録に過ぎ
ないと､もいへる。

翻ってわが園の過去を回顧してみよう。徳川初

期､寛永年間に樹11家光力沃圭教禁墜の政略妾り
鎖國令を發布し、五百石以上の大船の建遥を禁正

し､邦人の海外渡航を御へ表結墨躍進の逢I童に
あったわが國力は無惨にもその根抵から崩され§

爾来海に背いて桃源夢裡に渡過すろこと責に二百
數十年の久しきに亙った,ものであるが、その後に

難難鴬篁駕篭寧駕薑鰯
面目に復歸したのであった。Iﾝかしこの著しい立

遅れのた断か勉ら白人國家に伍して筋が國力の

伸暢を期す'るには荊鯨の途力職はってゐたのであ

ったが、驚異的の速度をもって世界における地歩

を着為確立し，東洋唯一の大國家た,り得たことは〃

御稜威の然らしむるととろであり,､明治維新以降
の先人の卓抜なる努力の結晶で必ろ。i土か．しなが

らこの間において日英同盟に髭喜の涙を流し職が

IM極東の謬犬たるに鍵上の光榮を感じたことも

麓懸天鰯震震鰯雲
たも，’ j・．¥

‘筆者ら-漬の騒生時代に「われら超たすぱ東洋
の傾輪腿をいかに巷ん｣と蓑歌準縄'鐘たもの
であった｡今やわれら鮭這ったのであるb犬東亜

永遼②‘柔和のため腱起った錘で参る。流し毎、既
に世界戦史に未だ曾てない大捷蛾め得だ"であ
る。しかしながら鐘侭戟は函家がそめ鰄を動員
しての戦壱あり心極迩張撫亙るのを特徴とす
患｡識力戦紳心どくしb'經濟識､懸想戦宣傅駿
など,|ぁ鋤患戟懲のでむき曹鮮に經濟戦の“

重要性ほ着遥し難く、たとへ武力戦に若い定輝し‘ノ

い勝利を博し得て:も､經濟戦におい亨殿恥を“1
1 ， 9 4 q R ロ ー

’んか､結局樛敗を尭恥得誕ととは前世界大駒で為・

けるドイツの責例に幼弱がであ悪。ドイツ“
力戦においては捷ち披いたのであったが､米美鰯
綴齊力の前に遂に屈服した｡.今やわが函ほ南の賓
璋患掌握し､前夫戦におけるドイ:ヅめ蟻を踏む薮”
ど魏毒にもせぬ9￥か砿離職前に封粥糸
英p濯璃力には極めで根窪いものがあった6．筆昔；
は､嘗てロジドンにおいで､ドニュム｡p雪護クもパ、

iサベルリン厳どにおいては決L七織沁厳塾叡
た或る煙逗感を受けたことを記憶迄定泌るざ迄恥I
ぱあの獺塑に‘くすぷぃ醤つ”と耗義､'$だ亨：
‘ﾝ'ドシの街がらの印象力幾分ほ手傳ってゐるもの‘
とも老へら江ろが､矢張b，太陽鐡湊ずるご巻謝
営國､毛澤に塞飛する國､か恥帥いぶ天英帝國，
に濁臓がら厘巷ら雌翻すべきでば”もう:；
か。老舗の持味と:もいふべきもめであらう！｡/愛諾、

所メリカは國内に無限の富を藏職倣然たる灘
をもつで小寅店を經濟的腫睡迫すき近代的着貨勝
の外観と内容とを持つ巷耐といぺ患｡､･す溌ばち､‘.‘

從來の米英は持てる國として東函崩溌綱で診参
た｡･密っても鯛は鯛といぷが､‘冑の可揃尺かの犬，
鯛壱参った米瑛は既に腐'りきって､し主‘つだと朧考，

三駕農驚墓蕊彗圖雷報
‘筆者ぼr日本は今鍛をしてゐ毎の霧すよ」:騨号，
Lなめx『だからj,と、無理と知りつ､L仕事上”無

理を屡菱菫展しでゐるP否､灼K1が如き繍似赫
這直下に、垂詫寒風身竪きる朔北沁地確銑をとる‘

。．“．．．〈.、

鶏 綴
皇潮昏兵を想ふとき、われわ

龍曇蓉諄織な繊い筈湧あ愚
ペス島軍事擦黙に降下しつ上

士､深浅の吹雪牢高壌に空を仰ぎつ上ある防塞監､、
観兵の壷輕峰雌顔､害曇罎ｽ映謹は戦歸圃
昆の反省の糧である｡・・‘

師堺大戦において前線の將兵-人に對し鐘鍵
に語いで蒔灘塵に従事哩走春は繁人乃謹無噂
あったが､今次の識箏において雄一卜數入職雛錘，

だと蕊《｡､わ僻腹蜘の径事は鐵蕎参“愈養蕊蕊I
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閣際汽船取締役性‘%田”正’一
ミ

‘船睡乘雲種族行した人憾氣が付く雲霞あぢ、

曇齢職鍵僑に着く時に､船瀞奮桟橋膜直‘
接ぶ?突から恵鰄やう龍、鵬興上から鵬員が
古綱が､溌童切恥のやう巌もの壷出来死居鳧、
毬形の塊の物を､綱を随域垂撰げ蘓ろ‘し莚周
る。あ恥ぱパップZr･<曙噸erｳ『と云浅識溶の‘
-』・認～．ざ．、

蕊船力識橋便接鯛沙Q,｡雲滅しおり、破擬！
し奉りする裏の無い壱うに､:,雨者溌保護謬る、

役員iを睦宅居る為のである｡､
吾煮の人世に,もヌパツフアーの役目をL易･色も

居る物鶴山あ:ろ｡:國と國と‘の間に窪“籍
が在つだ少、プ吟一ｷ國家が存在して居るの.，

健鐙蜜例である巷，
画.FP今

同じ事が個人間にも在長b時として此の種｜

の人が必要銭<"ざからざる存在である事黍あ
る。家庭で蜘或は學校、會鮭詮どでも、（

ツフアー的人物の存在は屡煮見受ける。
’ 吾ノ 堅一

歴史f鞠;入物輯低前田利秩議ど其例室遼>･ら

う。石由三域と徳川家康との間に介在し淀バ
ツロア淫轌あったぢノ”

歎黛や官界溌ど．､屡麦同じ入が在る｡撚かも‘
薬痩鞠毒何かの都合で届必為<麹る:と‘,面倒
な郛糎詮:'姶鎚關辱の官職"如く､,パッァ
霧一謝蕊の織目から退くと忽ちｲ職が起るb：
蝿ﾐも蕊漉ｱー はー季常底麓，世間から索

カギ鯛鍋寧逼鴎鰄ら錘急熱やぅ､潅蝿鈍味
な存産で診暴だけ輝葡灘｡不海産がy壷聡火糞
の氣篭鯖葡難い事が多い。事件が起雲走初猶
て、課ツアテーの有難珠が識難暑砂奮湧･ろ。

‐馳鬚臣躍な娩溌ぱなら潅いのも6山に古
木が必要豫のも｡､何囎も右“如き意膿であっ

て,'此黙か‘ら云って､家でも､蔦,國湾もけ老人

は大切なものである｡,，

雷

「
＝

ｆ
ｂ

ー

守

‘菖誌の職場建之において奉公の最善を議さねばな

ら漁 も ，

索織稽底議會再開の篝頭｢今日におけ鵠も
重夫なる問題は､賓源不足にあらずして､寧ろ交
邇蓮聯竣備いかんに存するに霊み､･船舶の識
淀,ば特に力を用び､-もって交通蓮鰔の改善彊北を

鋤畷塾､聯と存余るものである｣と述べ､,また鈴氷
鍛雛鋼輔方癖官民懇談會において『現在
日率の經濟においで最も‘臆跨と目されてゐろのは・
海王幟窪力である｡東亜共築圏經濟の建設には海
上聯全力の擬大頭化を先づ必要とする。この海上

瀧謝電謹むだめ'壱は、この際特別涯宇段をもつ
．・05が

て伽秘いてゆかねば巌らね｡そのｦ隙手段とぽ

わが國力湘十年來蓄へ來つた過去の蓄積を値倒し
て遥絡に總力を集中することである」と述べ,共

に現下における造船ｴ業の重要牲を窪調し､造船
第一主義を高唱してゐる｡大東亜戦争の赫盈たる

砂19ウ」・

大戦栗に「よくぞ現世に生れたるものかな」と一

億國民は激喜に燃えて今日の佳き日遼迎へた。わ

れ制噛船開襟者ぱ､造船をもって前線の將兵の
勇戦奮闘に應へ得るの秋が來たことに更に職ぴの

念が彌壌す｡夫東亜戦争の完遂に、また共榮圏經

濟の建設に､亨路造船報國に精進して､第二次、
第三麦、さては最終の戦捷閥賀の日を心おきなく
俟つと鋤咄來るわれわれは幸禧である。

昭和十七年二月十八日1
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船のア暇ンヂは大いに吟味せよ
、

蕊村一田義一鑑浦賀船
ノ

一

窪に於ける吾燕の設計生活を反省して見息と
物の考へ方が順次蕊遷して居る様である。誰しも

さうであらうと思ふが､私が初めて會祗へ就職し
貨物船の造船設計をやらさ紅た當時は、船篭の構

；．

造係が主鵲で、礒装、装飾、叉はアレンヂ係の如

きは､軍にその補助であるがの様な索がした｡そ
れは或びは今迄の激育がさうさせたのかも知mm

．．Z‘'．、．‐と・

が、さて種糞の船をやって秩父丸(今の鎌倉丸)や

氷川丸級の設計に捲る様になってから、初めて船

のアレソ学を決あることは何よりも大切で、何よ
りも六ケ敷いものだと言ふ事を悟って來たのであ

る。

即ちアレンヂといふものは如何様に宮も出来る
が、船篭捲造の事や綴装の事は間より、機關の事

も配管の事も何もかも一通りは知って居なければ

書けないからである。誉へ何もかも知って居走と

て､慎に良いアレンヂは仲為容易に出來ろもので

はないからである。：

貨物船のアレンヂは大小の差こそあ鮎．概ね数

種しかある主いから、何の型式によるべき力詮決

めればよい。それでも猶各部門傭ついては充分吟
味する必要がある。最近吟味した船が、しなかっ

た船より載貨容積駐－割も増した實例がある。

乍併客船に至ってiは固よりその程度にもよるけ

れども、さう簡軍に出來る．もの蚕はない。與へら
れた諸條件を調査して先づ概略なアレツヂを書瞬
て見て、それから一つ一つの條件をこれに當て嵌

め何所かに示具合底ないかどうかなどと､.順次吟

味改善して行くの壱ある。第一表に示したのは五

千噸級客船に對じ研究すべき諸鮎を列蕊L錫た一例

であるが､甲の條件と乙の條件と合致しない所を
どう虚理するかを寺臓しつ、丹念に詮議稔討して

行き、アレンヂを「より改善しsJ%，「より簡易化す

る」のでなく浜はならぬ．唯漠然ど眺めて偶感的

に鍵更するのでは蔵い。叉「よ、まくし｣､「巽b
低廉にする｣の看なくてはなら漣唯安かれ悪る
かれでばいかぬのである。例へぼ’〃
最もよい部屋の配置と最もよい梁注、特設肋骨

等の配置とは上下を通じ必ずしも･一致しな'(b通
風探光用トラ､ﾝクは部屋を狭く‘し、荷投装置は艫

口を大きくさせようとするが客室配置からは小さ

くさせようどず塔のである｡･暖房用管をなくべく

短かく澪んとせば､繧臺の下を通ることも避幟
難いb斯様に第言表に示した様な各織置をど燕
もこれも理想的にすること.はu濁漂上到底出來な

い相談である。随って夫鳧重鮎主義を以て定め、

他は或程度犠性にす‘るだけの勇氣がなけ恥ぱなら

ぬ6中には些細な事であっても衞生上、安全上ど

うしても我慢出來砲物もあるからよく其邊を辨へ

て居なければならぬ。

例へぱ長江船わ如きはその吃水を出來る丈淺く

したいのであるから、船篭機關の重量輕減を何よ

りも第一義とし､そ④航路は淡水で波蝿誇鍵
たねから、船緩の腐蝕とか濫遥に對ず葛配置法議

どは先づ考慮する必要はない位である｡.又青画關

釜の如き連絡船では、貨客車輌の迅速輸送に重黙

を置き、雄容乘組員の居住設備は頗る簡軍でよい

であらう。主として暑い地方へ航海す､る船は通風

や防暑の装置を特に重頑し、冷藏庫も大きく造ら
れI霞なら漣が.暖房な彗はどう意もよ』し癖働翼羅鎌
盤は航海要具中で最も大切な”でばあるが遠洋
船に備ふる高級品を、内海船にまで弧びる必要も』
ある蚤いと息ふ°自ら限度があり等級もあるので

ノ－
ある。

斯様にしてアレンヂを改善鍵更して居る間に、

他の諸装置の設計はドシドシ進捗して居る森ら臆

ｱﾚﾝヂの愛更は最早や単にアレンヂ丈の塗童で
は濟まいことが往痔ある｡､毒れ産厭？ては良いア
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レンヂは麗來ないと愚ふ．

膳”‐勿まり迄れは製圖場め問題
？ ．

‐であってb現場工事に迷惑

一をかけても溝ぱいと言墨の

”ではない｡弧は今日ではア

レンヂほ大いに吟味すべし

と言塁信念に燃えて居ろ｡；

アン'ンヂを愛へる位ほ街嚥

・の子棗舞であり、寧ろ小生

に取りては請は畷十八番な，

’と申してる不可潅いであ

．らう。
〆

最近の寶例を申せば‘五

千嚇級の貨箸船月山丸では

そのアレンヂを前後四回大

鐙更をなし、長江用客船興

霧丸で底七回､樺永型船白
海丸では十回、放客八百人
乘りの白山丸に至ってはf
四面も臺更をやって來た｡
それ嫁第一表に示睡走棒に
碆條件を順次に吟味検討し

第一表一般配置圖につき考慮すべき諸議
－

(1)，総造關係でば

各甲板上下を這じ甲板下縦桁、梁柱、轄設梁特設肋骨等の配
置と諸室配置との調整
外板接手と丸窓、裁炭門、舷側出入口等との關係調整．

騨震鑿謹謹蕊鑑羅位置調整
(2)諒建配置では ゴ

溌蕊議繕蕊鵜霊
懲鰭ぁ蕊篁謡羅学壺蹴後の諸翻蕊

|，
１

各種倉庫容積再調
冷凍庫､冷凍貨物艤と罐窒との避距及び積誕關係

3）艤装關係でば

～

と

そ行:<から藤應なし渥舅う
なるの蚕あるづ．その問の苦
勢ば決して並大低の事では
だく1謂は-瞳自分〃遣樂に

’
(4)諸管装置に就いてば

蟻亭議議譽鑿置
CO2消火管及火災報知装置

なり切つ迄初めて出來ろと
申しても遁言ではない。鍵

●

清水､海水管装置，
ビルヂ、バラスト管装置
排水聯排泄管装置
冷藏庫用冷却管通達と其附近關係

更なやればそ鯉丈設計者の
無駄手數となるには違ひ港
いけれども､それは微糞た

るも”で、其の效果を見な
け”ばならWao

・月山丸は15ヶ年後には有

利に貨物船に還元出來ると
言墨條僻で、貨物艦を貨客

甲板諸機械蒸汽管逼逹と防塞津

(5)･共他

次拾口、排泄口、冷却水吐捨口と海水ポンプ吸口、吃水標示、

灘震鮮濃鵠諜壼繋蟇癬崖騨震風防盗等の
設備改善
セメント及びタイル張床と他の床との匠切f.特殊施設の準備

船に改装したのであるが、
その凱定のアレンヂを更に吟味鐙更するとと四回
の成果はどうなったかと申すに
（イ）鋼材は21噸を節減し

諸物資購入費を四萬圓節減し

船内装置は第二表にその一部を示した通

到る所改善明朗化したの壷ある。例へ熈
けqj
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第二表第5項を見ろと､船長室から一等蓮韓士窒に
到る道中の動作及距離は正に竿減以下になって居

り，叉最後の項ではその設備數は何れも減少した
に拘らず、使用上も衞生上も大いに改善したので

ある。

白山丸は月山丸と同大の貨客船であるが､初め

から客船と"してその根本設計を改め、客室は一百

名分藍増設したにも杓ら歩、船繼用査材はアベコ
ベに百数十睡を輕減じ、新設計にしたので設計用
人工は約五百人を増したけれども、現場工事では

月山丸よりも一萬數千人工を歓城ずることに成功

したのである。まるで嘘の様な話ではないか。

叉長江用客船興泰丸は最初の設計に開しては、

船主と'職議して一般配置圖や中央切断面圃など他

と一致ぜとめたのであるが、愈完成して見ると船

龍重量は他所出來の姉妹船に比べ賞に五十餘睡も

輕るく蔵って居ろ｡･それはその後アレンヂを絶え

ず椎討して、船内配置を改善する事論後七回にも
逹し、最初協議したアレンヂとは殆んど違ったも

のとなったからである。外板や銅甲板ﾉ厚味を減

じたのでほな<bアレンヂの改善によって無駄を．

省いた結果であると申さねばならぬ。船がそれ丈

安績になった事は言ふ迄もない。船のアレンヂは

何度でも大いに礎更すべしと壯語したい所以であ

る。

所が船員や造船家の内にほこの事實を認識しな
い人が案外多い様に思ふ。一寸見廻った丈で直ぐ

不用意な批評を言ひたがるのは面白くない癖であ

る｡先鋼蓋の長江客船興泰丸型を見て或人の批
評の一節に次の様な交句があった。’

rとの船の設計者は長江船@歴史及その蕊達達
知らぬ。波は立た堀のだからプレーヤなどつげて
無駄だ。叉スポンソンを陵めたので支那人は暑さ

に泣い･て居る」如何にも裳通りに聞える。併し
．｢善長江船に倣臥盟形に造れば遭今の馬力を二

倍に増とても速力十八節は出せない鐸、船首のプ

レーヤはラインスとアレンヂとの關係で偶毒さう

なった迄で，特にスマードに造ったので蔵い事、

又スポンソンは船籠懇度保持とぐ將來或目的のた
めに特に協議の上鍾止した事」

などを説明して納得して貰った事があるb「アレ

ンヂを無暗に鐙更するから、此頃の船は砦赤字に．

承るのだ｣などA蔭口を言うて重役を感心さ琴た
と言ふ話もあ.ろが、唯のお笑草でばないと:恩ふも

今ー｡獄

部外の人は設計人の苦心をモツト認識して貰び度

いのである。 、ノジ

今やこの戦時下態勢淀掻いて名鑑船断共b・艦船

の建造に』必死の努力を梯って居る。果してそ鯉ら､

のアレンヂは良く出来て居るであらうか。近頃出

來た船で注意力ざ足りない爲か、船の常識に少を外．

れて問題を起こした實例が相當ある様に思ふ。こ

んな常識的な問題は別段他を瀞性にしなく-とも改

～

善出来るのであ･ろ｡_例会ぼ・

衞生關係で申ぜぼ､犬便所や浴室を食堂や賄室
の直上に設けて、ｿｲﾙパｲブの掃除手入産困ら
ぜたり、浴室の扉を外開きにしたたあ、ドレーン

がた鯉て特別室の絨毯を鰯＝たのもあ患。或船の
ボースンは不幸にも女便所の直下に居室があった

ので､遂に瀞繧衰弱に罹つたといふ例さへある。

浴槽は縦長に配置し、小便所は縦向に聯けるのが
常識である。叉

船内昇降梯子段について申せば､､その昇りロ、

降り口には踊り場なしで直前に扉をつけたのがあ
り、又梯子段の降り立場に直面して、メレス｡しに

居室や通路の扉が開閉する如きものもあるが、誠

に危険干寓である｡.･又廻り梯子は中途踊り場、承

いものは成るべく避けねばならぬ。止むを得ぬ限

り下廻りとするならば我慢出來ろであらう。車軸

逃口はあっても、これが曝露甲板まで達せられ弧

のを時為見受ける。船尾權前端にある出入口し親

天時には脱出出塞避'ものと考へねばなる壷いも;・
筈等客と二等客との睡戦省熱り燕雀ないため、二

等客が通りがかりに、一等食堂にチヤツカリ:坐っ
て｡泰一イさんを困らせて居る船もある。

荷役装置が不完奎厳た鯵5塁プー,A雁挾篭馳鍾

死傷者を出す船があるかと思へば､叉荷役能力と

総内容積とが均衡でなv,ので､第二番艫丈けは常
脛その荷役が四､五時間も遅れて帥ぞ唐考卿
ある。隔壁の位置を一寸考へれぱよv,のだ｡，
舷梯へ昇り降りの際汚水篭引掛けられるのば堂
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だLも､燃料異沖積鴫は舷梯が捲謹げち脇て
繩梯子でなければも昇降出來ないと言禽雪船さへあ
る。補助汽罐室の隣に氷室÷冷凍室を密接させた
り、煙突を特に低く造って船員を困らせて居るの
もある様である｡､こん意事は一達枚畢に邉がない
けれども、斯檬蔵常識問題に對しどん濠悪口を叩
かれても一言もある主いと思ふ｡

何れにしる船のテレンヂを充分に研究改善をし
たかった爲に､船はその一生を通じ不具合のを.ム
竣成し、不便、不衞生、不安全な生活をその船員
に蕊びる事となり迩不經濟をその船主に忍んで貰
ふなどは、國家的に見て甚だ残念に思ふ次第であ
る｡私は改捗て『船のアレンヂは大いに吟味せよ』

と確言したいのである。，
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ヂーゼル推進躯動の比較，
′別表はブエヤバンクズモース會杜のウエズコストの比較を溌字で表してゐる。-これ等はア
レー・ムーア氏の編述による。エンジンは300メリカ式の條件に依る比較表であって、イギリ・是

b.h.p.及びそれよ“高馬力のものをとうで論スには適應しないかも知恥ぬが，非常に参考に
ろ。ヂーゼル推邇躯動をヂーゼル電動、ギアーなるものと信もう憲名。讃昔は電識捜置に比較的高
r’直接によるものに分類し、それ等の效率及ぃコストがか上ってゐる事に注意された}ﾊ｡
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試運韓成績の解析法（上）ご■■

陽土田船舶試駿所

悪弊であるとも云ふｶﾐ、實際問題とし毛純客船芯
らば別であるが、貨物船で診れば油槽船以外では

滿載は勿論半裁状態に相當するだけの（麦ストさ

へ積み込むことは困難であり、之が載貨時の試運

鱒を省略する直接且最大の原因であると云へる。

叉船へZ)宣傅や示威の目的に對して最大速力の方が

喜ば恥るととも間接的の一因と云へよう。

昔の談運縛は將來の爲と云ぷ.よりも単に出來上

った船が故障なく動くかどうか在調べる位の輕い
〃､

意味しかな恥更に甚しきは専ら宣傳用として主

機過負菊､順風乘潮欣態で航走し､ぞの速戯誇
示する如き無意味蔵乙とも行はれたやうであるが

近來は大いに認識改り、少くとも一流造艦所叉は

船主蔵らば何等法的命令無くとも自發的に逓増速

力試験を行ふのが常識と芯り、場合に依っては二
載貨欣態に亙って入念な試験を行皇迄に至勾たこ

とは財造船技術の將來の發展に資する所大である

と思ふ。併し一般には今尚起工式、進水式等と共

に試運韓を船の生ひ立ち過程中の一種の儀謹的行
事位に考へ、形式的に粗雑な試瞼を行つ嶬酉居る所

も少<無く､特に小型船に於て然りであって設計

上不便を感ずる場合が多い。之には経費、時間等
泡麦な理由もあらうが、試運韓力端ばれる以上そ

の謝斗が後で役に立つ程度に行ってもらひたいと

'願ふのは、あながち水槽關係者ばかりの獅善的欲
泰であ毒‘とほ息へない6寅船の正潅漆毒記録は一

造船所一船主の賓料と‘してのみなら余卿廣く－－國
の軍事經濟上資料として現在及び將來に對し極め

て重要であると云翌つく壱。前置きが長くなったｶﾐ以

下試運鱒結果を解析し、眞の性能を求むる解析法
に就き概説することにする。

緒 二
画

船は出來上ると同時にその船の操縦上に必要な

諸性能を知る爲に海上試蓮鱒を行ふのが誓邇であ

る。この場合監督官廃の命令、船主の要求脳造船

所の希望等に從ひ随分色溌な試醗が行ばれるが、
何と云ってもMaineventIとなって居るは速力
試験であって.、軍に試漣韓と云へば速力試溌のみ
を指す場合が多い。鼓でもその意味であることを

最靭に御断りして置く．

この速力試瞼…"速さは物理學的には力ではな

いから速力と云ふ言葉は安當でないが、一般的に

は速さ即ち船の威力と考へ速力獲る語を用ひて居
るので其儘こムに用ひるごとにした”･･”は必李し

,&船艘及び海上の理想的歌態の下に行はれるとは

限らないから、本船の眞の性能を知り生涯操船上
の参考とする･にしても、他船と成績比較をするに
しても心或ひは叉將來船舶を設計する場合勾賓料
とするにしても、その測定結果から外界影響を除

去する解析方法が必要である。而して定しき解析

を行ふの第一要件ほ云ふ迄もなく正確嚴密なる観

測及び記録採取であるが、試運稗方法としては逓
蝋叉は逓減速力標注間航走試鹸(ProgresSive
speedtrial)を行ふこ.とが望ましい。然るに現在

は政府の助灘皆でない限り公式試運簿としては最
魑速力試験だけを行へばよい規定になって居り耐
しかも標注間航走試鹸によるべしとは限定せす心

向グ等の速度計を用ひて速度を測定しても差支へ

ないことになって居る。叉船の性能として寶用上

最も知-りたいのは竿載乃至滿載状態に對する成績
であるにも拘らず、最大速力を出すに好都合な所
謂試蓮職哉貨jH職のみで試験が行ほれて居るに過
ぎ潅い爵吹である。之に對I域人は政府が嘗て最
彊速力に應じて補助金を交附したことから生じた
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陸岸を以て苞園せ鋤f宜操柱南端：註・
に擬ける方向韓換雁對し充分廣大で、しかも水深
力湘営に深い永面蒟懲蓋し<、（3ﾉ‘天候時日とし。

では晴穏且蕊霧無く標注の透覗に都合よき畷Iが
懲罰Lるべ童であり､=(4)更には長時間に亙る試
醗中漁船ぞゐ他に依毒航走妨害無きこと､造船所･－
攻，‘近きとと等込必要條件とLて算へら”ろ。併．、

p凸r,f？

Iﾝ水槽試騒とほ異り芝等の總ての條件を滿足;蝿
運と低諾ふど不可鯉云って良く;湾然議謹蒋結
集には風波､潮流､水移窯に基く各種外界影響が
含蛮恥ろ筈であり､遥営志方法に‘より測定結果を、

解析しなけれぼ眞の蓮震對馬力關懐庭判らないのー
が謹童であ謎

一速度測定瀧としては､如何に精密な速度計が
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そ鯉以下の水深箇所で速力試験が行は恥る場合に
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2:声風に對款る修正

、の影響ほ瀬流の影響と共に試蓮鱒結果に最も
夫巍誤差を粟くるものであるが､前者は後者に
配し影響の仕方が織廃ある｡即ち風があれ↓哉對
氷船速一定でも船の抵抗が愛化するので、對地船
速のみならず推力､､卜泌ク推進器回韓數にも夫為

景耀を及ぼすことになり、~簡軍に往復航走に於け

る之等彊鎮をヂ均す紅ば直ちに舞郷伏態時の値が
得ら沁ろと老へるこどは大きな誤りである。との
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I
あっても之を鵬緩影響を受けない穏重｡<に離し宝
船鎧に取附けることが種あて困難である爲に、甚一 蓬二麗纂差鰯舞簾騨謹達だ原始的ではあるが今日の虚は標注間航走に依る
のが最も聯で吟ると：されてゐる。
‐次に速力涯増叉は逓減は4～5段階位とするの
､が痘當で､一段階一荏復以上の航走群を行び各段

塁

階を逹綾的に行はいばならぬ。從って時間の關係
上一航走群一往復以上とすることは困難である。

解析を行ふにあだつでは少くとも次の諸項目が
正罐に観測記録され意ければならない｡即ち試逼
鱒開始前及び維了後に於ける吃水、卜リム、海水
温度海水比重､風波歌況鶚､及び各航走毎に於け
る縦走方向i標注入り時刻標注間航走所要時間、
推進器毎分回鱒激、機關馬力、風九風向、尚出
來れば推力､動揺､操舵欣況等海ある6水深に對

往復四航走した場合､蓮興航走とでは0･ﾕ節め速霞
低下を:受け､順風航走では何等速度上錨§無い『も
のとする。叉第一回航定を順調航走とし、潮流速
度0.2節のものが,時間と共に正弦曲線的に低下
すると假定すれば、對地船速即ち観測さるべき速
度は表に示す如き値となる筈である｡鼓で各航走
速度の平均のzF嬉左求めろと9.95節となり、明に

對水眞速度にはならないことが判る。然るに風の
影響が無いものとして上の計算を行へぼ10節とな
り眞速度に一致すること藍知る。即ち風の影響と
潮流の影響とは分離して別麦に解析する必要があ
るごとが之により明白である。尚四航走速度の總
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、

和を平均した値と、平均の平均に依り求めた値と

の間に相営の開きがあることも同表により認めら
恥るが趣云ふ迄もなく後者の方法に依り平均速度

してば一般に内地の公定標柱間ﾝk路は相當深い虚
に設置さ姪て居るから､悔個上で調べて吃水の'0
倍以上の深さがあれば特に測深する必要がないが
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を求必ろ方が正確である。

以稚づ職‘=風の影響を除去する方法に就て述ぺ
ろ ｡ 。‐‐、

崖氣抵抗は-嘘に'/2CAv2なる形で表さ拠る
ので、糊抗及び復航に對する船の全抵抗は

逆風航走時R'=Ro+&CAv"_(1)

順風航走時R"=Ro±&CAv"2(2)

と書ける。但し

、C･』････定數

AJ･････船罷水上部分の風方向投影面積一
一一､jV……風の船に對する相對速度（米/秒).E

.R:････船の垂抵抗

であって、′は逆風航走時6〃は順風航走時、0－

修無空気状態時に對ずる夫鐙の値を意味する。叉
(2)式に於て風速＞船速(追ひ風)ならば一一

、風速く船速(向ひ風)ならば＋梺

を採るごどほ云鼻造もない‘;逆風航走時は常に向
ひ風であるから(')式は＋だけである。
（1）（2）式より

通,=垈筈;:等夢三（3）
然るに-つの船に於ては推力力哩か忙愛ｲ唾た

場合推力減少率は殆んど不愛と老へて差支へ無く

主機出力一定に對して行はれる一群航走時は恰度

その場合に相當するので､(3)式に於てRの代りに

推力Tを用ひても良いことになる。叉一溌航走間

は推進器回韓數も略一定に維持されて居る筈であ
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第1圖推進器性能曲線圏．、

ろからTは叉推力定數cm=T/"N'D4)<gﾘ愛ﾇkゐ

密度、Nは推進器毎秒回鯉謹､'.D肱摺謎蒙龍僅）
で置換出來畜わけであ墓。一方模型試雛筵,蕊，求
められる推進器性能曲線圃(模型試験を行ばなK

ても遼似的にば推進器設計岡表を用ひ､･輯i牲能曲
一.：.言.、

線圖は推定し得る）を見るに､･第泌圃に示寺如く

CIはトルク定数CQ=QK9N2D5)(Q廷､トルクj

と共にその鍵化の僅小範函に於て雨圖点基軸と
して採れる前進定數vi=Va/(ND)f,蝿1揃進
､速度(米/秒)､従って船速をV(節)､俘誌率をw
で表せばVa=.5144V(1-W)となる〕ぬ直線的函

數と濁故されるので駁前記式中のC･rほ更にCQで

代用しても差支へ詮いごとが判る。結局(3)式は

CQp=哩皇練讓湾嘆：棚′‐
と芯り、且
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⑲ 來ることになった。

逓増速力各航走時に對するCQ',CQ"i_Cgoを
(4)及び(3)'式権実り計算し‘;回韓數蕊鍵雌
して置黙すれば、夫燕謁一本の曲線を塞ぐ筈であ

､～

り、しかもCQ'曲線は.GQ〃曲線より為上にある

べく、此の雨曲線の差は風の影響を表し･酉居るの

である。叉CQo曲線は前記の如くCQ《力1．Q縮曲
線の平均とはならず｡一雌に健殆跡ど“蠅総に
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殆んど一致するのであって､，遁ひ風が船に與へる

増速影響は同ひ楓の爲の減速影琴に比し極めて小
さいことを示す｡從って船上で風速唄碇を行はな
かった場合ぽCQ"曲線を其儘CQo曲線と塔へて

殆んど差支へなく、實際問題としても船鵲影響を
受けない位置で正確な風速を測定することは仲盈
困難でありオ寧ろ簡便の爲始あから風速測定を省
略し､順風航走時記録を其織睦氣朕態時記鋒と
して解析する場合が多い･第2圏にCQ曲線の一
例を示した6．

従って風に對する修正ほ主どして逆風航走時の
記録に對してのみ行はれると’とになるが､先づ實
測回轤數腫應じてGQ曲線圖より修正量
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訓第3園潮流庇曲線岡

箕鎧對應す名が､所謂無風妖態に對しては畦溌で

はいけ強いのである。即ち無風j伏態の馬力曲線と

しては上に得た無室氣状態に對する馬力曲線に、
艘速に等しv楓速の時に受ける室氣抵抗に相営す

|4q=GQ『〒CQ｡ggjCQ'－CQ"

を求めi夫に之を相應する速度鍵化△V(gi)に
ろ馬力を加＝なけ恥ばならない。露用上にほこの

修正をしたも？の方が狸荊jであらう6－
季
１

換算する｡之“執圖に示した推進器触旨曲線
を用愁で案の如くすれば良い｡．、

･v-Frr釜鶚二16944･-型觜竺

雲'"4響竿=蕊(RFM)今q(5)
但しα,･･；･推進器性能曲線圖に於ける･CQ曲

線の傾斜即ちα=4v,/zaCQ｡
K･･･…定数

筒上式中の('=W)は推進器性能曲線圖より各
航走時のCQに對するv』を読みとり次式で求め

'

られる。

1-w=1.944響旦
併し此の場合v4してば何等の修正も施さない

前の實測値を用ひるより仕方が蕨いので、鼓に得
られる(1-w)は近似値であるが,解析結果に及
ぼす影響は大したことは無い。
結局Vo+4Vが風の影響を除去した船速であ

り、之に對する馬力は寶測回韓歎に應じてCQo曲

線から計算出來る6即ち(4)式から：

SHP,=-j-｡(RPM)｡CQ，
鼓に注意すべきはV6及びSHPoで與へられる

馬力曲線は所謂無室氣状態に對するものであり､

上部繕造物を附さ渉に行は恥る水槽試験結果とは

1“

3潮流に對する修正

船は潮流中にあっては風の場合と異り對水速度
一定である以上船の抵抗は愛化せ余､從って推力、
トルク、推進器回韓數にも何等影響を及ぼさない
ので､對地浪腱速度のみを修正すれば簡単に潮流
影饗が除去さ恥患わけである。往復航走が短時間
内に行ばれ､その間に於て鋤の愛化が無かった
ものとすれば､･風の修正を施した後の往復航走速
度の季均(一群三航走以上の場合は平均の卒埼と
採るべきことは既に述べた通りである)を．．‐以て直
ちに近似的修正速度と考へて差支へ無いが$正確
には次の如き解析を行へば良いo､先つ回韓數の僅
かな鍵化に對してはｽﾘｯプは不愛であると假定
し、略一定回蒋數で行はれる一群の航走速度D各
為を一つの基準回韓數の場合に對する速度に換算
し､連続した一往復に封する該換算速度の差の半
分を採れば､之がその往復航走の中間時刻に於け
る潮流速度となる。各航走群に對して同様のごと

を行へば第3岡に示す如く時刻を基軸とした潮流
速度曲線力鳴られ､之より名航走時に對する潮流
速度VCが判るのでVs=V｡±Vcとして風及び

潮流の影響を除去した眞の對水船速VS(Si)が求

められる。云ふ迄も無く上式に於て潮に乘つた場
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合に對しては＝を探り、蓮湖航走の場合に對して
は＋を用ふべきである。

喫・さj

一般の試蓮稗は淺水影響を受けたい場所で施行
されるので、實用上行は奴る解析は普通こ上迄で

あって､以上に述べた虚と資例に依って示したも

のが第2表及び第1圏乃至第3間である｡之等を

参照せられれば嵐及び潮流に對する修正計算萢淫
が一層明瞭に理解されることと思ふ.尚表中太字
の掴を組織斑ぱ最後め解辮果となるわけで、
之を観測したま上の値を単に往復平均した値と比

較した$のが第4圏である。一
次號症はもっと細かい問題に對する修正に開し

宅述､皇｡ること.にする。くつ.蟹<〉．

』

１
１
１ 、

～

：二月鏡正誤･船と造船所や思麗
雪苑

1ig詮側二行目cをCQとし、同室行千鳥の次に沈逢入れ

同千五行今遥蕊と訂m､下より同六行見逼を看過に訂正
手｡“寮左側下かち-卜八行目ずはすの鋤、''5瀦側
下方より四行:目蕊一の次に砿損箱四弱塗篭一、ナンパー

キq

~を加卦6~117頁左十二行祭文の次にを駐加ふ｡以上。
坐

鎚窪《静》
尹己も

第4 園 ’

一

I

ー

間に合はいと云ふ調子であった｡淺岡チンは能嶽
の人で、此先生の講義ほ-A番よく"銭rつたのであ鳥っ
たo造船望の参考書葱｢サール｣の造船學など誼主

なるもので其他には良書が餘計來てゐなかった。
杉谷さんは其後丸田秀賞と共に海軍を去りて長

崎三菱造船所に入り丸田氏は同所の工務主任を經
て後同所長となり、杉谷氏は同造船工場長より祁

戸三菱造船所創立後其所長となり老後引退して餘
生を長崎に還り居たりしが咋十六年八十歳で途に

長逝した。

尚此學校は官費で衣食は勿論若干の小使銭愛で

も支給せられ@寄宿舎は既述西門外ヴエルニー山

の麓の邊であった。．」

（此稿尚続く）

（ｴ81頁より讃<）前記猪山氏の談に由れば近藤

基樹大技士が理論造船望〉浅岡少技士が應用造船

學b杉谷大技士は!~コニツクセクション｣を教へて

ゐたが､杉呑サンは當時船渠工場長で執務の合ひ
間に一生懸命になって學校の方の下調べをなし、

試験の時などには可なり難問題を課して生徒を悩
ませた。ある時全級で及第黙の取れた者はタツだ

二名だけなので再調論を行ったことがあこた｡近
一"ざ－．.ニー

藤サンは斎犬め講師も兼てゐたので工學校の生徒

に對しても其流儀でレクチュアしたので大分六づ

かしかった。大織上人はｦ肌なる計欺的頭脳の持

主であっただけに蕊事謝苛的で講義しながら黒板
に書くのを生徒は見て篇してゐる.と黙K方が耳に

止きらずャ又話に注意すれば今度は手先きの方が

I
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5｡BaueraWaCh式組合汽機(承前）

操縦装置

を動かすことが出來ろ。Dは叉､發停桿cに依っ
てAとは無露係履鯲¥さ”熱往復汽識はその起
動装置に依り軍猫に起動、停止､後退力端はれも
排汽ターごンは任意に接続、切放しが出來るので
ある。．．‘、

第'0圖は往復汽機並に排汽夕畠ビンヵ雲に惇ji:
の状態である。

この時は汽蕊の起動軸cも謹停鐸も乗に摩岻の
位置にある。管制辮Dは最下端ごあり､従って瀬

＼

は油管1，3より8を經て切喚辨妾余ポモータ油
筒Fに入り、次いで9より流潤妾手ザー叢毛一:夕

〆.､凸

油筒Gに入る。

F内の“ﾄｼほ下端にあり､從って垂"L
は復水器に開き､汽機よりの排汽はタービンに入
らず､叉Gのピ承トーンは行程γ右端にあるので接
手の排油辮Hは開き､流龍接手は舞放さ鯉でゐる。

この汽機の操縦装置は前述のやうにDr.Wach

の考案になり、潤滑油墜を應用しだ巧妙なもので
』‐．_§､・

あそ。第10圖より第14個までは機關操縦の各段階
を圖示したものである6

各圖に於てEは潤滑油ポ･ンプで、潤滑油を油漉

V及び紬冷却器Wを通じて重力油槽に送る。 減

糖からタービン並にギヤーの各軸承部等に迭られ

。又、､Vから酬hは直接1の管から流篭接手並ろ

に管制辨D等に逢ら鯉、叉との淵墜は切換辨のサ

＝ポニークを動かす。Rは墜力調節辮、Xは厘力

である。．

Aは往復汽機の起動軸でbBを通じて管制辮，
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叉、2の淌管はGのピストンで鎖され電てゐろ。
第11岡は往復汽機が運樽中、排汽タービンを起

動せんとする圖である。
メ

この場合には汽機の起動軸Aほ前進の位置にあ

る。タービンを起動するには發停犀cを｢作動｣の
位置た動かすとも辨Dは上る。~そこで3よりの油
はDを經で4より接手めサーボモータGの右側に
-．〆

入り、ピスト￥は左方に唾されて圖の位置に移動
する。接手の排油辨は鎖され、2の澗管ｶﾐら漁ば
徐安に接手内に充さi'しることとなる。叉、Fのピ

ストン上方は9ゐ油管とGのピストンに設けら”
た孔に依って排油管14に通す為；‐

・1,。-

第12圖は往復汽畿も排汽夕毎ごンも共に運輔中
を示すものである。．．、1

A,C及びDは河れも第10圖と同位置にある。、
との間に接手内には漸次潤滑油が充され夕戸.ピン

と汽機とが連結せられ、タービンは先づ往復汽機

トンを押上げ切換辨を掴の‘鐘置に動かじて蒸気を

タービンに透り、ここに奎籠は正常蓮韓の炊態と
蔵る。

第13圖は應急調速器j又は手鰯装置O腱依つ七
排汽ターピヱを切減ときの動作圖蓉ある｡‐
‐グーごンの速度が何かの原因であ､ろ限度以上に

達すると應急調速器Jの重錘が飛び出して積桿N
を左方に押ﾅ｡｡この横桿ほ上端で二つのピストン
s及群Irを支へ老ゐるが、との支へが外誕ろため
S,Tは上部の發條に依り押下げら鯉て圖の位置
となり、Pの上下が通じる。そこで切換蕊サ員ポ
モータFのピストン下部に働く油は管7,K及び

'0を經てrFンタンクビに邇な魁F内ピストンの下
側の唾力が張りも童錘Yに依って切換辨Lは復氷
器に開く。故にタービンに入る蒸氣は企め.ら葹畠
が､,’2の油誉から油墜は依然Gを經毛鍔に通
睡てゐろので､タービンは連結菅られだ崖となつ
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侭依って歯車を介して廻さ.れるこ ととなる。その てゐろ｡

以上と同様なことはハンドルO.を引い室も行は
ミ･

れる。．息
第14岡は往復汽機は蓮縛の俵とし､排汽夕F-E

内に油は接手内に油は接手内亡充満し5の管から管制辮Dを經
6の油管、應急僚止装置K及び澗管7を通ってて

排汽切換辨のサーボモー 夕Fの下部に入り、どス
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第14圖柱腹汽擶塁韓緋汽ﾀｰピﾝ停止
＝蚕I‐.

ご ・ ・ ・

この時には起動軸Aの迩訪がBを通じてcに傳は

り'.､Dを前記と同じ位置に動かすのである。然し
との方法は成墨可<趣く可きで、タービンを停止一
するには、出来るだけcの調亭裸に依る可きであ
る。

以全の如どグー甦ｼを接綴するときに･は必ず先一
つ流職妾手力謹結され､次いで排汽がターピンに
送られ、叉タービンを切放弐際に減先つ排汽を切
換へ走然葛後に接学力鞭される。故にターごﾝ漆

ン駐停正する時｡妖態を示すものである。，
起動軸A力勅進にある儲ターごンを停止ずろ

に腫發停桿cを停止の位置に動かす。す右と管制

鰐Dは圖のやうに下る。この時、F内のピストン

下部ほ管7,-應急停止装置K,.6及び辨D塗經
zEi2,'1b排油管に蓮じ浦塵ほ下宅。玲独ポン
プEからの油は1,.3及び辨D並に管8を經てF･

上部に入5ピストンを塵し下げ､罰鞍辨Lを排汽
が復水器に通余るやうな位置に動かす6F内の菅
ストンカ蚕I患端に達した時（即ち

′

、

第10画の位置).は管8からの油

は管9を經て接手のザーボモ戸

夕Gの左端に入り、ピストンを

右方に唾すb一方､このピスト

ン右方の油は管4及び辨Dを經

でお鯏管12に通ずろので、ピス

トンは右方に動かされ、接手の

俳湘郷を開きターピシは切放さ

れることとなる。

これと同様なことは前進運韓

や急に往復汽機のハンドルを停

止若〈は後退にとっても起る｡
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、この改造の目的に二つの場合力堵へられるα、

第一は機關撰奉の増進､即ち燃料の節約である。

責例に依れば改造の結果馬力當bの燃料消費量が

蕾式汽機雷は最高30％、過熱蒸氣使用の新式汽機

盃も｡超％位の減少となってゐる。‐

第二の目的は機關總馬力の嬉加である。馬力當

りの蒸氣糖費量減少の結果､'同じ汽罐を用ひて大

馬力を發生鴫で船の速力篭増炎とが出來ろ。
この場合に問題となるのは馬力増大につれて推進

器軸系に加はる應力が増し職軸を大き溝ものど取

換へいぼなら砲かといふことである。もしその必

要がありとす恥ぱ大仕事である。然し計算の結果

に依ればその要はな恥。反對に、新に加はろ排汽
クーピシはその回韓力率が均一であるため至鵜の

馬力が増加するにも拘らず､軸系に加ばる最大應
司

力は却って減少まる結果となる。

第'7間は凋逸の;双螺旋貨客船AntonioDelfino

及びCapNbrteの雨姉妹船をこの式に改造した

際、その前後に於ける中間軸に加はる回韓力率の

實測結果逓示じたものである。雨艦共に改造の結

果、馬力が33％増してゐる。~、

卜〕勘繰画．
(I》ご文造前．
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第16園

無負荷で趣鱒さ艇るやうなことは、決して起らな
い。

第15園は某船に於げる-との操縦に關-する種灸の
記鋒を岡示したものである。又､第16園は同じ船
に於ける試邇簿の結果を示したもので、これに依
れば排汽夕F-どどの出力は大約奎鵠の三分の一に
なってゐる。
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Bauer-WaCh式の特長の一つは既存の往復汽
捜を比較的簡単にこの式に改遥し得る事である。
この場合にもし在來の汽機が馬蹄形推力承逓有す
るとき陰、これを取除きその跡に排汽夕一ごン装
置を据付け恥ぽよいので縦開室た大なる模様更へ
を要しない。推力承は軍鍔式のものがこの装置中
に含垂れでゐろ。然し復氷装置は室氣放射器など

を増設して改善し、眞室度を出來ろだけ高めねば
なられ，
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多・<用ひちれ、小ほ数百馬力のものより、犬は數－

千馬力のものに及んでゐる。

・叉､,最近BauerlX'A.G.WeserでWeser

汽機といふのを造ったが、これにBa,ief_Wach
排汽タービン装置を含んでゐる。この汽機は墜力
56氣墜､ｼ温度攝氏550度の蒸氣な用ひ珊蒸氣再熱

少・

器を備へも石炭消費量は毎時毎馬力0.,327冠であ

るといふざ担し石炭の蕊熱量は1畦に付7,300キ

画カロデリーの計算である。

箇中-(1)のABほ數錨論の､.(3)"AIB'は改造‘
鋒ぅ最大回轌力奉を示式ものであるカミ､ABは
認,000米睡で推進器の回蝿毎分82.6で2,845
馬力であるがDA'B'は36,000米底で回熱晦

、 2｡． ．R･

分89.1-種3;680馬力である｡叉､_<2）は改遥論
-と同馬力の場合を示し左ものである鯛改造のた-
あ最大回韓力奪鍼少した許りでなく､その鋼一
が甚し〈少.くな曇でゐ葛。
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一

』

味に乏しいp_併し貨客船などで甲板室の短溌噸呂

では餘り上の方が狭くなって淋しくなる。前に一

寸言及したが我新田丸級では短艇甲板の後部、プ

ールのある虚から逐次船尾に向って階段朕応なっ
て居るが、後楕が精後に離恥て居ると．と坐相侯っ

てプロファイルに於て此邊が梢淋し<見える。配

置は遠きが上海航路の榊戸丸に於て陰､姻突の太
さと後措の位置が適営な爲に此訣黙が目立た薮い
新田丸で現在後部のデリツクポストのある邊に後
橋を移すことが出來るならば､後学部の淋しさが

■、一①

緩和されると共に､稜揺から船尾端迄､長さが延

びることに依って一層輕快な前進餉氣勢が現“
て來るのではないかと思はれる。
甲板室は勿論遊歩甲板､壷艇甲板､航海船橋など

の四隅に丸味を附することも近頃の顯著な傾向の
一つで､我國際汽錯､三井船舶部､郵船會腫潅蜑
､の新しい貨物船に於ても是を見るごとが出來ろ。
是は大に船容を高雅に見せ､愛な流瀞化より諾に
好きしい。船に限らず總て角張ったものは粗野な

船禮各部の形状（續）

○上部構造

帆船時代か-ら汽船時代の初期にかけては聴上甲：

板上には操舵室か昇降口位で外に何等建設物はな
がったのであるが､帆装を賎した近代の汽船は柵
及烟突と船罷との間に犬きな甲板室が設けられて

是が硯攝上一つの大きな要素となった。
是は昨年の本誌上船形鍵暹の項に述べた如く、

漸次高く重霊されて、頗る莊麗漆外観を呈するに
至り、殊に貨客船等甲板室の短かいものほ恰・も重
箱か蒸篭でも積重ねた如き観を呈した．昨年四月
號挺篇眞を示した米船ミネソタの如き、叉我郵船
會祗の欧米航路船の如きは其例である8
近年になって＝般に大きな客船に於ては、右の

上部構造を一階より二階、二階より三階と各層毎
に長さを減じ､上部購造至篭として其前後雨端、
殊に後端に於て階段歌にすることが專'ら行はれるr

やぅになった。〃

第一画のクイーンエリザ弓ペスやノルマンヂーな
どに此形が顯箸に看取される｡ ÷

上訓蓉遥の諭函は昔から多少丸味を籍騨て居た
・味が益糞著し〈厳りり犬客船では後が､近頃雌丸

端も丸くして全艘として流捌‘Eの傾向を示して居
る､以前の如く上部溝造の前後が断崖の如く切り
立って居るのは前後から見た場合莚だ莊嚴ではあ
るが、長大な甲板室では、階段状にして急激な鍵
牝を避げた方が､構造上からも叉覗麗の上からも

L

無理が ない。。‐

管彼阿汽船の客船の如く船尾端迄高い甲板室の縦
いて居るのは航洋船と.してば尻が重く見えて輕快
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感を異へる。角張った密柑箱やビール箱と面をと

つた菓子縮や重箱ど大に品が遠ふやうなもの置け

是は一面工嶮術の進歩に伴って自ら可能にな雪
て燕ろ。鐵道車輌などを見元曾昔は著し蜜<角張っ

て、且矢鱈に飾橡などを取付けたものであったが

それが迩欧丸味を鵜ぴた形を取り、殊に最近の鋼

製車輔に至ってば、糖料の繼き目も判らぬ位に雫

どは到底

面の改良

Ljむるに

アツシヨ，

力女シダ

滑なものとなった。木造の流線形列車な

出來るものではないが、材質、工作雨方

進歩は終に今日の自由な設計を具鵠化せ

至った。船舶に澱ては角張った船首ほフ

ンプレートの丸味を帯びた船首となり、
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ないかを思はれる位である。其下は自動車を擶裁

する廣場であるから窓などは自由に配置出来る筈
であ‘ろ。是等の軍調さが先以て本船の外貌を締り

のないものに･した心みならず､更に烟突と楕が比

例外恥である6カウンター形船尾を有まる船鵠に
此過犬な烟突は不調和である。其上橋や烟突の傾

斜が中途采端で思切りが悪い。

烟突は主機のお環管、サイレンサーの外に補助

汽罐の頂部を納めて居る。烟突は汽罐から生える
可き筈のものが、此胎では其内に汽權がもぐり込

むど云ふ主客韓倒の配置になって居るので斯くも

長径の大き議袴圓形烟突を必要としｾ居る鐸であ
るがも是も要するに姻突を大きく見塗る方が主目

的と思はれる。若鳥此儘の配置､従つで此艤の太
さならL思切って直立式Yこ参るか2ずつと傾斜さ
せも逢して橋も是に件つで適當ゐ傾斜を輿へるな
､らぱ此外観は著しく改善さ＃Lろも＠と患ふ°鐙雌
,僅に傾いた前橘と箕纒本に直立するデリツクポス

膿とも不調和の一つである。．

"O流線化の傾向と其程度

航室機の發達は流鵠中を高速度で動くものL形
態に關する研究を促し、而かも航空機力塒代の花
形として大乗の憧れの的となるに及び、其形態は
他働動的物件即船i車輌類等の形態に大き､な影響
を奥へた。，

上鯨鱸鰯総繍:震墓蕊黒
線化を必要としない。勿論流鎧中を進行する以上
其進行方向に對して成塔可<滑かな形状を與へる
ことの有利蔵ろは申す迄も蔵い°結局は飛行機の
如く一切の尭邑物を避けた魚の如き形状を取る可
きであらうが、我鐵適磯關車の流線化の如くそれ
が爲に得る虚の利益と、工作費の増加利用上不
便な不規則なスペースの増加、或は居住上及作業
上の不便等の不利を相殺してマイナスになるやう
ではつまらない。

尤も利害の判断はむづかしい問題で、極度に流
線化した其形が人氣を呼んで干客萬來の好況を招

き、收益を増加する結果とも武らぱ是は叉別問題
である。遊麓船の如き船種に對しては斯様な試も

卜･ス夢F･ン力堤亦丸味のあるクルーザース汐-.ン

と~燕り職更に上部構造の角が取られて來た。是は

本船では勿論出來ないことでおろし、銅船となっ

ても工作技術の進歩が維に經濟本位の貨物船に迄

此優美な形を與入得るに至ったものである。
′楮此上部構鐙は雀だ目立ち易く､殊に客船に於
ける長大な上部橇造に於壺はド其側面の窓や支柱
の配置は極めて大切である．客船に依ると其全長

を這じて極めて整然ど行儀のまい配置を與へたも‘

ので．ある｡例へば我初代天洋丸を側面かち見ると、

短艇甲板上に格納された九隻の同形の救命縄-遊
歩甲板側面に等距離に配さ”た支柱など､端から
端主で整然として實に美しいが､餘りにも軍調に

…過曾て､上品では謬るが趣I雫しい:｡.本船のみな
らず営時の客船でば_E部濤遥の雨側は全然開放さ
鯉て居るの力診いが､‘近年は遊歩甲板の諭右雨側
‘を園って犬き薩硲子揺藍設け、風雨調群から麹駁

すると共に展望を妨けないやうにしてある｡(プﾚ

ﾒーﾝ壱=ｳｧﾑﾑﾃﾙダ鼻謹雪は是湖"が至長に
亙って居る）是に依句て側面の軍調さが談は鯉ろ
と共に､建築や章輔抵墜同様ﾂ窓の配置の如何に
依り大に美維増ずことが出來る。
．､プレー.メン、ノルマンヂー、ゴンテ.･ず。サウ胃オ

･：．．

ァなど娃其全長に亙って函蔽さ”て居るが、窓の
配列ほポートダピツトの下の補張部等に於て巧に

参喜靴を與へられて居る。（第3圖A)
又第4圖に示したオリエントライシの新船オリ

オン、オルヶード雨船の側面を比較すると、後者
に於ては前者の賞續に鑑み烟突の高さを増して煤
烟に因る後部甲板の汚れを防ぐと共に、遊歩甲板
側面の支柱の配置を菱更し、構造的にも美観の上
からも改善されて居る｡是亦用と美の一致を物語
る一例と云ひ得るであらう。是拠と反對の一例は
第3圖Bの薗船カルンドボルグである。子供の謹

いた蒸汽船でも見るやうな其不恰好さは何から來

患か。先つ目につく＆のは甲板室側面に等距離に
配列された角窓である｡又其下の甲板の舷窓も同

様である｡角窓のある虚は旅客室で其配置は必し
も窓の等距離配置を必要としない。寧ろ斯く行儀
よく並べるに付ては内部配置との關係が面倒では
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左結果､そこは弟の國だけあってt急に互養を投
じて既設造船所の撞張を行ふき共に、今迄利用の

途も無く､荒れ敬題に捨てられて居た島を§忽ち，
大量建造の造船所と化画造船所外の鐵工所で謄
篭の骨格を部分的に造って是を船薑上に運んで組
立てた。従って船鵠の形状は可及的直線を用秘、6，勺

已むを得ない曲線部住圓弧を扇びで極度に簡舅化一
'した。通常甲板の求はげを良くし､弧度を増蚕爲‐
に付ける甲板梁の丸味も弧線を用ひ･3号への字形に、、
したり、或は至然直線にし、又前述の舷弧も駿ず
るなど､専ら簡軍に早く出乗ることを目標にじて
設計された。第5EABは即ち此種の標準型急造・
船であ=ろ。言一見ボール紙かプ･リキ細エの玩具の汽、
船の如く、殺風景千萬萢形としで居る｡要するに
水に浮んで､物力嶺めて畷走れさへすれ底よいの‐
で能率などはこの次である。

英國に於工も勿論雫時の如き入念な仕事は出来
':歩､矢張り蓮成第一主義たることは同様であるが
流石は海國として古い傳統を誇った國丈げあって

亦聲業的に大に成功を謝すかも知れたい｡現に我
國で夙に流線化を試みた東京蕊汽船の花形橘丸の

．如き6攝陽商船のL手らがね丸の如き何れも斯種に

厨すお船舶である｡.、‐

鍵つたことの好きな米國では、勿論連早く試諺；
て居る。第4圖は即ち其例である。

。此三船で目につくのは共に烟突の根元の方が太
くなって居ることである。是は烟突が船の本繼と

融合して一鵠となり、流線化へ向ふ一階梯とも見

'蕊
|
|蝋デ鑿=繩鰔那雷職瞳夫嫌ゞ

|
鐵最少の賓材､，勢力、時間を以て造船能力を最高

ll
度に發揚するには、標準型を定めて同型船の大量|｜

|｜建薑鱸:篭織…､第一次欧洲大戦｣｜

’|當時米英雨國で造”た急造船のことである。
｢I戦時の猿迭て唯さへ船腹の必斯際､凋逸潜水

艦の活躍で大量鑿沈をやられ、是力輔充として標

|篝騨襄讓瀞艫
11 米國ぱ奉來海の方には餘り振ばない國であった

鹿へf参戦と共に急に多數の船を造るとどム蔵つ
り

||

L一一_Ⅷ一

いぐ､ら急造とは云入､来園の÷う緋造作雄事
はしない｡第5圖cは其-豐例で､御覧の通り船蕾
は矢張り船らしく相當に美しい線這用ひて居る.．
唯敵潜水艦の目を眩董す爲､出來ろ丈け上部構造
を低くし､姻突も極度に短かくし脳中央に細v,ア
ンテナボール一本を立て心措は短いデリツ亥講ス

トとし､且中心線を外して立て潜水艦をして戻雛
。｛

の針路を誤認させるやうにしてある。D園ほ其甲

板上の有様で､中心を外して立てた短楕が見え》

船橋嶺甲板に依然として丸洙を與へてあることも
よく判る。

斯く並べて見ると英米雨國人の船に對する心捧’

の差がそこに判然と現はれて居るや写に思基｡必
要に應じて思切ったｦ隙手配をやる虚は米國の得

意とする塵である。併し設備や資材は意の儘であ

るが､造船､航海の技術睡津に金をがげた丈げ壱
一夜造りには出來蕨いQ

是等急造船は其外貌の示す通り、内容も甚だ粗

末で問題が多く、殊に折角大量生産が初まると間

も無く休戦で，多《の急造船は忽ち用途を失ひ、

始末に困つだb

型

で

ｇ

Ｂ

７

Ｌ

Ｏ

ｄ

０

１

０

V

日
日
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
曲
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ⅱ
■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｈ
１
１

Ⅱ
●
凸
硯
凹
■
〃

亜ユ
、

鄙gZ
ず

鮎へ｡

●

＝ ｡

一』晶皇=～.＝．‐－－‐－－‐、一垂哩‘一三-－－垂一一一一一一_ニーュ‘_-一三一全＝－

（



一マーーーーーーーーー寝一 Ⅶ
‐
‐
１
３
１
１
１
１
１
１
“
１
１
１
１
１

卜

一

Ｆ
ｒ 〆

〆ぺ

|||(| ＄ ． 1 一 J ・ 矛 ． 。 ． ． － ‐ ゴ ． ． 、

じて居る6．．

如何なる標準型職§生れるか､其設計ほ我慧島
評箸ら罐に付震ず可き限ではないが､:何卒此際我
優秀な造船技鰄填威力を最高度に發揚して戦時
-慧遙般舶の範を世界に示さんことを希念する次第
である。

船ら美Lざに關匹老考へて居ることは猶澤山あ
る。併し既に長迂と勝手な熱を吹いて貴重な紙面

遊塞いだことでもあり、形態に開して一通,述べ

壷し､饒ほ色彩ゐ問織ど､誌上の發表に不向な
』問題もあるの透､是健叉他の機會を得戸亡、縞を改
‘めるごと吟本稿ほ雌を彦唯筆を郷乙とにす
る｡､池

，維に臨み､長達の御愛読I唇對乙深謝の意を表す
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・機關製作に富つでは、現在の物資峡乏に對する
代用品の適用拳｡､‘如何なる工場でも出来ると云ふ
蕾諭を主として材質の低下とヱ作の簡易なろを必．E

要とする。＝ツケルや銅系材料の除去､鋳鋼品を
少し《肉厚として濤鐵品とする､.畜級ｴ作嬢械を
要しないやう陸上程度をエ夫する等それである。
外地の工場も大小に拘らず動員すぺきである。

と同震に占領地の大小工場を削急に整理し､土着
声恥

住民の工員を離散きせなVwやうにして利用する零
も老ふくきである。南洋方面の沿岸海運は船瑚建
造を該地で行ふやう計壷する｡詮關だけは恐らぐ
内地の供給を必要とするであらうが、木船ならば
ジャングルの豊富ぼろ材木に依り容易に造れると
思ふ。

．要するに今回の船舶急造は焦眉の急であるから
一時の間に合萱の感があるかも知れないが、完全
なる鑿備は今後の事として－－日も早く實用し得る
船舶の多数を得るやう日本至國一鵠と底って､最
善の方法を考究し－－路適進しなければならぬ。如

．／

上何等か、参考とならば幸である。
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なる黙國産最高級品でありきす
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（3）上部権側面の窓の配置

窓を適溌な群に分けて鍵化を與へたもの(A)と軍韓讃等罪1
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巡ラウエンテ磯の海事審問は十三月廿日《明治
巷五年）日午前十時より擢演英國領事聴丙に於て

○大問題となった明治の
遭難船（其四)．
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開庭せら恥､審判官は英國軍艦「リヤン蕊毒｣粥”
艦長｢カーズトレンコにて陪審官は海軍中尉感垂‘ﾄ,

ｳｴﾙ｣､奨國領事『シ:癖童:』ｽ』ず蹄ﾝご池鑛
船長『ｴﾄズ｡卜｣等にて､横須賀”鋪織癖時，
に同日午前丸時三十分漬時濱に廻雛同鑑雛奉一
大佐を始め海軍省より:は佐藤犬偽錨窺少侭松

ヤ、

本大尉､小守澤修理の諸氏傍鑑として夫を参痛珍､‐

軍艦千島⑤沈没（績き）
Gへ

世間一躍の同情と-郡言論祗會の認識不足
千島殉難者に對し國民一般の同情翁然とし宅灌

がれたる事は言ふ迄もなく、壬島の鍵報壽たび新
聞紙上に現低＃して‘より讃者は頻りに書を新聞社に
寄せて義金募集のことを勧告したれば時事新報杜ノロ

’

J

｜
■

の如きぱ更に日本海員抜濟會と謀り宏<義金を
世間に募り以て不幸なる遭難の弔慰に力めた。､‐
然るに-一方我國言論界の或る部分に於ては営蒔

尚英國代理公使も見受け哩が鰹蝿種舗溌時過ぎ
に鋤審判官偉繊告｢葦ッ至難ﾅ｣鋸蟇吃ﾗ診
力､に對し式の如く宣誓を鯰し蝿｡扉島衝突の‘
尋問潅始めたるが=雛の陳述によれば;十一月；
劃-日｢ﾗｳー湯狸手島と衝突を；し瞳鴬溌に
して被告は渡臺に在りたれば千島が如何なる黙
に於て沈淡せしやは富時之を知るに由な通りしが

蓋し船長の怠漫と云鼻べき所爲なきを信す霞蕊亀
て種々 尋問に對哩答涛ありて垂午閉庭せり‘6
耐後引績き同所に於て五回程開庭を重忽各闘

係者の審問淀遂げたる上十二月昔八日宣告省し

Fデウヱンナ鰯海事審闇の判決交女の如し。；′
ドラヴエンナ｣の船島一等蓮韓士､五等蓮蕊圭

健同鵬の衝篝に付き過失なし｡何と･な郷鳶諺
海峡ぱ狭誉海峡詮患を塵がラ渉垂シヂLI"船路
を右に航進せしは衝突溌防規則に違背したるこ

と蔵きを以吏詮，、然れども若し速に椴關の蓮

縛を止瞳緩進を鴬したりとせば種深の結暴睦異
、りし凝るべし。

訴訟費百九十七弗二仙を船長沸ふぺし千島艦

毎長､佛國機闘士外十四名の救助にI愈非難う-べき
′モ、

・黙なし二16‐

右の判決に依舵癒繍師事蒲は間“幕;して鳳総

I
海軍攻蕊の餘波として､･衝突に關する詳細の歌混一,壱､鎧

尚判明せざるに先だち本徹渓事件ほ曲恰も我に
あるものL如く云ひ徹し將た我海軍士官の伎価
さへ云女するなど輕卒にも意外の評論藍なす者も
ありたるは苦凌し<も又遺憾の限りであったd今
其一例を學ぐｵLぱ衆議院議員青山乗は千島沈没に
開し概略次の如き主旨の質餓議會に出した。
（1）千島の歸途興居島近傍にて外國船「ラヴヱ・
シナj號と衝突して沈淡し多くの死者を出し
たることは海軍の信用に關係す。

(2幕麓騨鑑蕊蕊奮雲震涛
果して然らば海軍大臣は如何に之蓮虚置して
其信用‘を保たんとするや。

(3)之に對する婁償如紬
（4）千島の速力は二十一「ノット」②見込なる
に實際は十九｢ﾉ‘ツト｣なりと云皐其哉如何。

-(5j千島の建造養は幾何にして又歸銃中保険の
有無喚揃。、…以上

右議院法により答鍔を求む。
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峡の狭きが醜にそ画航路を右に進めしば不都合
'なしと云へるものの如し､され雷も該潅峡は決し

"

て狭L,と云ふぺからず§最も狭き場所にても二海

里以上はあり、此邊の事に關しては尚考究の要あ

りしなるべし。

き黙なしと判決せり。其宣告丈は干島の行爲に付
き一言も陳ぶる所なし､尤の去第と云ふくし｡如
何となれば英國審問庭に於て云凌すべきものに

あらざ恥ぱなり。さ融ども曲彼にあるとと明白に
して若し同艦が英國の商船ならば其船長は此
審問庭の審問h二よりて尭歌を停止さる人や疑ある
べからず。蓋し今度の衝突に付主なる事寶に開し
ては其證擦最も明か承り。叉曰く日本政府ば彼阿
會祗に對し損害要償の訴を起さんとする由専ら風
聞なりしが､思ふに此判決ありし今日となりて敢
てすることなかるぺし｡曲彼にあればなり｡之に
反して彼阿會祇は必ず要償還起訴するならんが故
に日本政府は｢ラウエンナ｣の損害三干弗内外を償
はざろべからざるに至るくし云為。

→

4

‐英字議聞の評論

横涜英國領事廃に於てせる「ラヴエンナ」海事：
審問判決に雪L以下尚港の三英字新聞即ち順メー
ル罪『‘ヘラル頂』及｢カゼツト｣の評論を褐ぐ｡、
「メール噺聞は一言÷鏑木大尉の言匙引きで或る

日本の新聞祇が早を.jだろ議論をたし英人の感鯛
を害l皇たることを論ぜ恥曰く｢ラヴエンナュに對

する英國海事審問の批評は今暫く爲さ蟹るぺし。

手島に對式ろ日本軍法會議の審問友長崎に於ける
tラヴニシチ』水先北野に對する取調猶未だ籍rせ‐
ず且多分損害要償ゐ訴訟起る蕊吟恥ぱ鋤息英國
海事審問の判決は柳か感服する能はざる所あれど

？‐〃‘.’．．”‐

も假りに要償丈は其云ふが如きもの-として許式

も｢ラウエンナ｣の機關を止むること暹かり睦云
ふ上は之によりて涯黙う-ることも､あるぺし是篝の

事情あるが故に是非曲直に關する言は新聞紙義務
の許さ瞳る所な奴ども英人の方に語て庭思はね苦
痛を感じ､篤に靭労頓激したることに付てば一言
せざる"､ごから索、或る日本の新聞紙は審問の経る

も俟た歩わて｢ﾗｳｴﾝ:ﾅ｣乗組員を非難し人命救
助に注意せざること賞に淺忍なり而して生存者を
或扱ふごとも赤謹走不親切詮りと云ひたり。元來
是等のことは英國海事審問庭に於て詮議すべきも

のにあらず｡糞職掌は単に如何にして衝突したる
．か及其衝突ほ｢ラヴエンナ』の方の學動に出でたる

か如何を取調ぷるに過ぎざるのみなれば該審問．
庭腫斯ろ英國海員の名鵯に閲する取沙汰あるがた

-."号q令.

､め之を一濡せんとの念慮に感動して｢ラヴエゾ号ﾅ」．

持主を代表する陪審官の希望を容j'し｢ラヴエンナ」

乘組員の千島生存者に對する行爲につき柳か云慰

･するに至りたる．や明がなり。

「ヘラルド漸聞は曰く－連日の陳述筆記を＝

讃したるものは必ず思映設けし事ならん、海事審
問庭は掛員の一致を以てrラヴヱンナ｣に非難すべ

ゴ ユ2

「カゼツト｣新聞は曰く－吾今は公平蔵る筆を
以て公平なる心を嘉さんど欲するもの-なれども
日本人の虎置ぼf台より賛成する能は手と申すは
第一、衝突に付干島乗組員の取調筵なしたれど盛F■q

今:に至る､堂で之を公にぜず。雨國に開すること議

鱸篭蕊墓駕躍欝巽鴛震墓慕
濱審問庭に潔fｾ最も必要なろもの送るに之逢拘

懸耀篝篤鰯鐘哀皇:蕊篝
ふるに，日本入は公明の裁判あるを願は歩､陰確
の間に打捨て置きて英人を非難するの材料と適さ
んと欲すろものム如し。次に審問庭の判決に就で
は素より居留外人中一人の之を正當とぜきるもの
なし､､何入にても公平の心を以て沈思獣老する時
は､互に相近づきたる船と船噸係必ず斯る判決
に立至るべきを疑はざるな．り云為。－(以上主
として時暮噺報の記事に由る）

英字新聞の論調は斯の如きも｡のであって、いづ
れも･｢ラヴエンブー」の行爲と海事審問庭の判決と
を正當となし》日本側へは悪評を加へ剰へ遭難者
及這族に對し寸毫も哀悼同情の意を表するごどな
く、只身鎖貸手前勝手の曲筆を弄し僻説を逼うぜ
ろも、また如何とも｡せんすべなかりしは當時國情
の然らしむる虎とは言へ洵に残念至極のことども

、

であ●た。
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↓、爾後訴訟ば猶重ねられ我が政府は彼阿會祗に對二百四十寓弗の豫算を以て慶應元年三月”算

して八十五萬圓の賠償を要求せしに會就側にてばに着手し同年九月起工式を墨げ之を横須薫製鐵扉
衝突の責任千島にありとなして反訴を提起し上海、と濡した。同時に横濱本村(今め吉田町附迩に､
の英國控訴院裁判所にても亦日本側に不禾肱ろ判、横演製鐵所を設けて附属工場と'なし臘謄修理難
決を下したれば我國の輿論大に洲篭し政府は途にの事業に着手したのである。富時横須賀製鐵廊に．.・
英國大審院に上告する事となりL鴬が該院は明治二艫長rｳー ﾙー ｣ーを始め副首長にヂボヂｴー 』以、一■■心一9口異

十八年七月三日上海陸訴院の判決は不営なる旨の下四十餘名の佛蘭西入がゐた｡職務別に河f侭蔵､､｜
宣告を下した。それより間もなく日本政府と彼阿長､副首尋豐宣蕊淡域､憾築､會談製圖の各

|ﾗ雛鱒鱒薫撫讃蹴篭議鵠〈
○横須賀の造船一＝圃鑪鑿､鑿飾､錬鐵､蟻遙､模型､船二､填隙･

|水潜の名職等にしfて､織嘩灘二年十月鋪査”横須賀造船縁f設立の起原一， によれば首長の年俸三萬弗を最高とし§名課員”、

｜筆者は嘗て横須賀に於て造船に謝し自分の観察月俸四百弗乃至二百五十弗､顕自の盲五十弗准＝|

lllせるところ駐語るに先だち同所造船の由來を概説ゞ､七十五弗､調献は百弗乃至六-f弗であった｡
して柳か緒言としよう。、工作器械其他の資材ほ主として和蘭及佛國よりIβ

抑も横須賀造船所の起原を尋誼峨今より一七購式したもの通あった。ホ‐
lI-十九年の昔徳川幕府によりて創始せられた緬詰、幕府瓦解め職須葦製鐵所は壺織蝿之職‘

｜難麓譽綴鰻識寶睾鰹鷲鐸驚患雰菫繍輝鶏」il僅が､先づ洋式織皆の輸入を計ると共に國内に擬け五年十月海軍省の所属に歸した。尚横濱製鐵所も‐

1．澪竺讓驚軍籍倉給…｡壜最も熱・驚常麓鱸篁謹灘灘晉基
幕府の近代的造船事業は嘉永六年の末江戸燭の設備ほ八隼五月長崎縣人平野富二等に梯下げ昼羅′
開門たる浦賀に於て鳳凰丸の起工に共端を發し､“造船所は其後官制あ改革毎に名稽を更久絡錨童一

｜‐更に規模の大なるものに至りてほ水戸藩が幕府のエ廠ど改むきに至ったのであち・ヨ
…委嘱によりて開きたる石川島造船所とすべきであ「ザエルニー｣は横須賀製鐵所が新政府に移管後

｜らぅ｡つついて安政二癖卿助加得て長崎製‘猶蛾箙として離した亀洲淵年職を副
|’作所が開かれ､最後に内外諸壯勢の鍾化發展に節首長｢…ｴー』に譲りで歸國し其他の虐佛肌､一．

應して､雷時極東に於ては最大にして且最近代的亦此年を劃期として去って行った｡

｜
…一

の規模にな"ろ横須賀造船所が佛國との提携と其 横須賀這船所初期の建艦‘、鐘
、援助の下に開始せらILたのである｡‘此造船所の創

'｜至鰯麓騨巽喜鯨:鶏霊澪螺学篝章篁嘉臺壹好蕊驚霞琶箕、

｜
オン禅ツシュ」に委頼して其斡旋毒力に依り梯1幅三○沢、吃水一三沢、排水堂八九七噸、馬力四デ’－

|｜冨鰻篝繍蝋篁灘鴎麓驚,豐言襄空同宝睾≦鷆竺周寧菫麓韓墓暴
造船大技師｢ｳーﾙー ｣ーを招致して造船ﾉ職立のした｡之が国産軍艦進水式の始であって､明治天

｜■鰄議べ篝首長に任じ,腓年赫で總繊皇鮮に峨須師行幸蝋譽鯉式に臨繩，
ユ懇

|｜
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三、

りだるほ筆者も蕊し〈見て覺乞てゐろ。さる知人
の談によれば､･迅鯨の最初の艦長は東郷サンで、

其時分から寡識を以て知られてゐたと云ふごとで

ある。、

琴海門と天龍とは姉妹艦であったが、天龍の方は

帆走の場合にほ.、や上復原力乏レ<之を楠はんが
ため艦禮の水際構造に加工して木造のrパルヂ｣を、、．

取付けたることは既述の通りである｡

以上の諸艦は皆禾造艦であったが、木造から鐵

製暇･鋼製の艦船へと移り行ける過渡期の産物とし
て此際鐵骨木皮職観れた｡横須賀で造られたろ、．
f蔵の軍艦は明治十六年から同二十一年迄に出来
た涜城、武藏の雨姉妹艦窄､了共先例としては十一－－

年英鬮惣比叡､金剛があったも叉十九年起ｪ、<
二十二年竣工の愛宕と高雄ほ銅骨鐡皮室あった｡、，
而して全部鋼製に芯句たのは二十年起工､･二十三

雫竣工の八重山が始めで､爾來建造されたろ軍艦
は總て鋼製のものばかりである5（第六圃葛城、
第七園愛宕、第八圖高雄)雲ミー

佛國海軍大佐｢ベルタン｣が來朝したのは明治十
九年で我が艦政の改善に多大の貢戯をなせろば人奎、

の知る虎である。

…雲霞琴童封‘1
受

－■ー一一一一一一一一一一

～

、ノ・．‐

一

毒

I
寺君

，第ユ園。満・輝＝

詮られた6叉庇清輝底明治十二年十三月井上良馨
(後の元帥が鑑長で駄馴儲港を巡廻し魁維新後帝

國軍艦欧洲航行の噴矢である｡f(第一圖）

.-爾凌士六年頃に至る童で迅蕊天蛎磐溺.海

軍､琴燕薙力建蛾虚で製造された．；(第二
圖迅蝋､第三圏天娩第四圖磐城も第五圖海獅
迅鯨ほ御召艦として造らIL，從って艦内の設備

鋤皐には鑑美の程度他撒見られざるものあ
血,が賓地邇韓の結果は餘り面白からざりしとか

にて謹鍵藍提なく鐵關を撤去して水雷術練習所と
なり横須賀軍港に隣恥る長浦溝内に繋留されてあ
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一

きの出來得るやうになった許りなのでそ毎經騒滝
ろや日尚湧く、従って鑑絡を詩篭するに方･〃では
先づ以て適富なる参溌料を手嬉入れ置く識何
よりも緊要であった｡斯くて外國の迭船勝挙式注
文じて臘膿を造れお際たぱ必ず其製翫襲り夫雫
主要圖面の篇しは申如及↓が一切の闘係園書類
を齢ら何ま志逢って来蚤事庭な?てぬた,就中
穆島嚴島竝に千鳥などの佛薗西から到來した圃茜
の如きはチヤント印刷して一珊の本に譲った遼潅
立派なものであった｡瀞ｼﾌ資料は同型鑑感勿論
其他の類似鑑錯の設計に對'ずても金科玉篠として
尊重されたことは言を俟たないのである。更に叉
圖面に無き詳細の部分に至りては當該艦船の現場
に行きて見取りをした｡若し却ﾀt國鍛等"偶
盈入渠することもあれば、それこそ鵜の目騰の.目
で筍も参考となり得ぺ･きものは決し､て見遁す氣遼
ひは蔵かつたのである｡斯くの如き時代が相誉泳
ぐ綴いた結果が今日あらしむるに闘って力あった
とも云ひ得るであらう｡→

其頃横須賀の船臺はゼイゼイ三四千噸程庭の鑑
船を目標としだろ大毒のものにしで､位置は犬霞
今日と同じ庭であったが､規模は素より其様式彩
競なども今日のものとは違ってゐた･営時の船臺
は全長に亙りざトタン｣張りの屋穆があって虚脅
に｢カラ承｣の明取り窓が付いてゐたが明治二十何

･ 、

年かの頃（二十八九年？）夕方抵〈鶏卵大の窟が
降ったことがあって其時天窓あ『ｶﾗ丞｣力罐く離
壌さ航破片がバラバラ下に落ちて捗捨があった蕊
を蝿えてゐる。此王屋の雨側上部は矢張り「卜暴

1

．，～ 第7 圖愛宕－－．‐．

、其頃海外へ注文して製造された帝國軍艦の薮は

相當勘<なかったが其中にて佛國製のものを察ぐ

れば畝傍､松島､嚴島､千島などであったが是等の

諸艦が日本に來て我が建艦I皇に頗る有力なろ参考

材料となったのは閑却し能はざる事實であった。

かくて和製の橋立は舶來の松島嚴島に徴って造ら
れ(設計は素より略同一であった)以て三姉妹茜
一つに数へられたのである。

男日清戦争頃の横須賀工廠の欺況鑪

筆者は日清戦箏の始董る少し前から六ヶ年程横
須賀に居たが、明治二十六年頃には橋立が漸く竣
工した許りで尚工廠の岸壁を去らず徹秋津洲も亦

臓装工事や試速稗の最中で、須磨はまだ舶臺に在
ったと記憶してゐる。此時分には辰ベルタシ｣は既

に職を癖して歸國し横須賀には指南役の洋人は最
早一人もゐなかったが其匂だけは幾分残ってゐた

やうであった。而して彼等に代って牛耳を取急事
になったのば佛英で學んで蹄罰した人兵であった

が、さて犬繼から観で日本の技術萱は漸く猫り歩
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シJ張りで．其下部と船臺前後端は開厳し、臺上慶藩置縣の際明浩三年五月熊本藩より政府に獄納一‘
にて建造中の艦鍔は外部からでも覗はれた。せるものなり）元rシツプュ式三本稿を改装して各
船臺の南西に方りて工廠の通用門があって之を橋に戦闘惜陰を設け之に1-ノルデンフエルI､-機砲

西門（叉は南間）と濡し知港事の廃舍が門蝋勤が据付けられ､艤装は愛っても黒塗の艦禮に昔の‘
ら見て右側にあり､船臺と精斜めに同ひ合ってゐ面影を止め､殊に鰐の附近にあったので行人の目
た。同廃舍の北方は所属船艇發着の波止場に面し…についた｡．(第九圃）~＝L守圭一－27．_….．：ウーー．-．
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話が主た前に戻って､海軍機闘學校は筆著が
/g阜壯時代に東京築地に居た頃、海軍志願者の多く
は芝新鐘座の近藤塾(攻玉肺)°に學ぴ、先づ以て
築地の海軍兵學校に入試を受けて若し落ちた時に，
は横須賀の機關學核へと更に手綾することに大抵I
櫓湯がき主つLてゐたやうであった。それで筆者は
西門通過の折始めて機關學校の校舎を見たときに
「はAあ…･･此虎だな｣､ﾆ思った事がある。

れ在港の艦船が指呼の内に簸へられる。東側即ち

海寄りの方には鎮守府衣縄課倉庫が塀の丙に並び．

道路の突當りが鍵の手になってゐて其虎の邇用門

に入れば士左衞門の鼻の波止場で､=艦船乘組員の

上陸場になってゐる。士左衞門の鼻から西（横須

賀騨の方）ベ約一町牟程の入江の北側が其頃は海

兵團繕内の一部で、砲術學校の龍蕊艦が繋留して
あった。是･は初代の寵譲で(木造、甲鐡帯付、嶋

汽,長二一＝沢、幅四一沢，排水量二五三○噸、

知港事癖舍と船臺前端との中間なる総門道跨を寺J

東ﾊ直進する-と其突稔りが東門(即ち正門ﾉで､門
外の正面には岩層の断面を露出したる丘陵を背に
した小高ぎ虎に横須螺守府の聴舎が巍然として‐
立ってゐたo此道路の北側に船臺と少し〈錨Lて
造船工場があり、其反對側には市街との南方境界
線なる板塀に浴びて低き木造二階蓮の古工場が長
為と横はってゐたのが「長棟」と呼ばれて元綱打
場であった。板堺の外には元町、朝日町の市道に
面して五六軒の古官舎を先頭に数多の商店がツラ・

リと並んでゐて其中雑賀屋と云へるが構須賀第一

の呉服屋として知られてゐたが震災後此邊は形勢
一愛してし蚤つたのである。

東門内の方面にも職工札掛場があって職工は索
夕，

西雨門より出入し、出門の際は－，2儲謹(守衞)か
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ら身艘捜査を受けることになってゐた◎工廠の丈

武官其他軍艦乘組員等は主とし東門から出入した

るも西門も亦邇行自由であった。叉東門から北に
寺 夢 一

向って一と筋の緋内主要趨略があり其左側の取る
付きが前記造船ｴ場の綾含で之に對する右手の山
側には倉庫と造船ｴ學校の校舍があった。造船工
場の木柱入赤煉瓦壁を通り過ぎると左手には船潅
及知港事波止の入江に面して開放されたる廣場が

霞b、其中程に官聴と鱒せし次色の洋館が一棟道
端に建ってゐて此虎が工廠の本部であった。

船渠は其當時三箇虎であって對岸(即ち西方)に

渠門を向げ相並んで此廣場に位置を占め、いつ託

も普通乃乾船渠で第一號船渠と糯すろは慶應三年
三月起工､明治四年二月竣工－－有栖川富殿下開

渠式に臺臨一長六十八間八分、幅上面十七間六

分､下底十六間五分渉深ｻ六間三分三五､又最大
のものは全長百五十六米で明治十七年に田來たの

である。船渠の北方には機械部の諸工場と船渠工
場があって機域湯の一部は道路に接してゐた。船
渠附近の西岸壁には「蛸の足」と異名を取った錆
色の大起重機が對岸からでも目につき、叉北岸壁
の方には工事中の艦船が常に二三隻か上ってゐた
のが癖から眞正面に土左衞門の鼻逓通してよく
見えた。又あとへ戻って道路の東側には官聴と相
對して煉瓦造り二階建の製圖工場(當時製圖場も
工場と講し製圖手は職工として取扱ばれてゐた）
鋲ポツンと一獺蜀立し其傍らに水道の大Fタンク」
があった。其先きの道路沿線一譜に蓮なれるは錬
鐡、製罐、鋳造の諸工場と横路一つ置いて船具工
場等で、背後には丘を負ひ、虎為に燧道がありて
それを抜けると小海とで小濁に面した海軍用地
へ蓮じてゐた｡工廠の敷地は更に北へ延びて港心
に突出し其末端が鳶の鼻である。之と相對して港
濁の北方に|時立するのが吾妻山で、頂-上に日本武
蝉の妃橘姫の祇があお・・此山産切割って出來た狭
い水道の見覚るのが長浦へ通余る要路である。
諸工場の建物ほ造船工場のそれと大差蔵き檬式

にて木樫入赤煉瓦壁のものが多く、いかにも創業
時代の遺物たる観を呈し其内容も亦営時を物語る
ものがあった。其中で製圖工場だけは名は工場で

も建物は普通煉瓦遙りであった。東京小右川四元
陸軍砲兵工廠や芝の赤羽にあった海軍造兵感内の、
諸工場なども亦此式の煉瓦造りであ､つだのを筆者
は記憶してゐるが、今でば是等の跡方さへも止込
,てゐない。

尚工廠内の施設には『ヴェルニー｣時代のものが
まだ大部残ってゐたが從って夫等の名溝及工業用‘
品承蛋で佛蘭西語で犀ぼrZ傷てゐ認のが多黛あっ
た｡例へぼ起識のことを｢"…｣､擶識を
匠カベスクン｣、螺釘を.「ヴヰス」.(VIS)一一~〔註）
VIS・は英のSCREWに相等まれども同工廠にて
は圭として木捻子を『ウヰス」と云へり｡、‐
職土の服装一職エば等脇伍長及組長に匠別

登られ､季涯工ほ-般に青服く所謂茶ﾂ卿艮)を着
て諺帽子は｢ヅック-製味噌漉形のものに楕圓の眞
鐡薄板にェ揚名を打ちたる徽章のついたのを被つ一
て働いてゐた｡伍長は上が黒(”紬色､下は平
職と同じ;く青､楕子は李職のと同形で｢丸｣に伍の．
字を鋳出したる眞鐡の徽章を付けた黒(叉は紺)羅
紗製､組長の服ほ上言下共黒(叉は紺)地で晴子はマ
ピサシの付きたると、､丸に｢組』の徽章だけが伍長
のと違ってゐたのである。製圃工も元は青服であ
ったが日清戦争以後上下黒(叉は紺)に葱，帽子だ
けは他工並で､出勤だけは以前から一時間他より
遅出になってゐた。．＄、
職工の鐡斗は日給三十銭も取れば一人前とき恥

伍長が五六十銭以上､組長でも登圓前後のものが
多かった｡尤も其頃は嶺須賀邊にては生活費極め
て安く、潤身で素人下宿に居た連中は四圓位の下
宿料がマヅ普通であった。
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、職工は市内及近郷居住者が無論多數を占必てゐ
たが、中には鐵里′ﾜ遠方から通ってゐた者も可な
り少くなかった。まだ自韓車などで通ふ者噛希で
γつ姪も徒歩専門蔵ので浦賀方面､走り水､鴨居
遥の者などは未明に家を出でて腺りは夜に蔵p子
供などが礎てしきった頃漸く我が家の敷居を跨ぐ
の杓蒲であるため、小供は父親の顔を見る事が滅
多にないので、夕苓に蓋間父親が家に居ると他虎
のオジさんが來たのだと彼等は思ったと云ふ話も

萬更嘘ではなかったのである。
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少監は慥か遥機部長の職にあったと思ふ･に僅かで東京にほ猪幽鉄柔郎氏、細見久墨氏、地

纈ｴ場長識ﾂ…総織護『”…崎噸礒､嚇順…七愉議"高鐙iク」出入を司どつてゐたる古川莊八技師は奮幕の筵保てる者三四名を敷ふるに過ぎない。
樹船手であって、此八は六十恰好の年配で夫兵肥

造船工學技に就て・

今猶健在…撰井､小幡､山本の諸震位にて｜識,悠容迫らず豊礫たる老翁であった。‐
造船工學校は幕府の創立にか上れる横須賀鶏舎，

其他は多く故人と蔵つた｡櫻井氏は爾後予蟻笠懲一‘?鍵身に零墜爾来幾多の愛墨を經たる戯灘認
雨巡洋臓米國に注文建造の際監督官として在住の樫たりし技術者の大多数ほ､庇嘘鋤輩脱｜
.の時､彼の地の新聞に回氏の風貌につき『若燕した｡此蟇校に認陰志願者の資格は-ケ年畦垂塵，
〈見芝ろ人(YoLmgloOkingrnan)」と云ふ記事内嬉謹戯したるものに限られ、修業年限は最初五
が載ってゐた事泊珍つたが春秋既に恭壽と超え身ケ年であったが、それ寵銃嘩りて四ケ竿應懇》、:
心共に猶壯者を凌ぐるものがあ葛。：．： 総花三ヶ年と滋つた°學科は普通鯉濁艦及舶閑．！
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てある。之蓮普通の常識から老へると、｡正副肋材

は8"BA,支柱は7"CH,取付ぱ，/s"鋲四圭ヵ室

リ
88．組立肋板の故障ど改衰

本と云ぷ所ではあるま雌か｡報告の構造で一番不

釣合なのは、支柱が馬鹿氣て張力であり、取付鋲
組笠肋板で1，苛息つも問題になるのは、支柱が内底d申

鈑を麺茂ると云ふきとである｡其弊害は画イドの
がｦ龍に弱力であることである。其結果は第107

間で説明した通り、鋲が切れて内底板を突上げて

居る｡此場合は突上げただけで突破ろまでには行
って居なかったが、今少しくびど<やられると突
破ることは必定である。尚此場合に支柱が曲わた

るのは一本もなかった。「釣合ぱいは不縁の基｣職､

其好標本たるを失はない。
今支柱と取付方の規定を調べて見ると、

、号

船に特に甚だじい、ソレはロイド規則では支柱を
一定以上の張さとすると､側桁材を挿入したと同
様支黙辮力堀縮された“と認め､正副肋材の
寸法が相當以王に輕減され石から、ロイドの船で
は張力な主柱と非常に輕い正副肋材が使用されて

居ろ。例へぱ第107圖に弓伽した8600噸の船で

は､正肋材は7"又31/2"×息5"BA,副肋材は6"×
3"×.35"BA，支柱は12"×3'/2"×31/g"×.42"CH
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から、普這の孤立した型材とは犬に趣を異にして
居ることを注意ぜねばな恥d其意宗雑云へぼ毒
8"BAの肋材ど9"C豆支柱とは或は釣苔が取れ

一て居るのかも知＃Lない。若しさうとす恥ぱ鋲の弱

い．ことが尚更釣合の蕊れないと､とになる。

之等の關係から、戸イドの船で相當船齢の船を

検査して見ると5支柱と肋材との取付鋲に故障が
績出するのは､最も顯著な現象である｡.又支桂を
｡挿入Lﾉて肋材を輕減した爲に起った故障の實例は

各造船規則で規則の立て方が違って居墨からし、から､普這の孤立した型材とは犬に趣を異にして
'正確な表に朕むるごとは出來ないが､大繼睡上表居ることを注意せねばな員ぬd其意味から云へ胸

の様なものであらう｡之で見ると、蕊イドは溝形8"BAの肋材と9"CH支柱とは或は錨が翰
材を支柱の這揃とし､肋材に比べてぅ購確くなて居るのか鯛”ない｡若しさうとす恥ぱ鋲の蕊
って居るが，取付鋲ほ反對に馬鹿為交しい程弱くいとと歩尚更釣合の蕊れないと,とになる。
なって居る。BCでば山形材を支桂の建前とし、≦之等の關係から、戸イドの船で相當船齢の船を
支柱は肋材より幾分弱目でi,~取付鋲は釣合が取れ，検査して見ると5支柱と肋材との取付鋲に故障が
て居る様である｡《捲造親程では支柱ゐ断面積が受綾出するのは､最も顯著な現象である｡.又支桂を
持つ重量で規定さ”、其断面積で鋲力淀遡られて、挿入Lﾉて肋材を輕減した爲に起った故障の實例は

第畑圃榊都丸2246噸"十四年ﾉである｡本船
二男

居る。‐‐

山形材が孤立した支柱として餘り有效でないこでは組立肋板が~つ置に酉轌されて居るが.正肋
とほ普通の常識であ:ろが、BCでば山形材芝支柱材が5"又3"×3/8"A，副肋材が3!/2"×3"×5/WA
の建前とし、しかも8"×4"とか‘9"×4〃と言つ．＃､と云ふ輕材から出來て居るが、其寳績で見ると､
た様な、捷な山形材.を列畢してあるのも､愛な書副肋材と肘板との取付鋲‘正副肋材と支柱との取
方であり、構造規程で断面積だけを指定したのも．付鋲には故障が綾出し､縁板の曲目附近には衰耗
少し物足らね感もする｡(尤も規則と云ぷも＠は之による舘裂が綾出して居る。

鱈獺謬菱態脇健景碁鰯“…細塗…良案と震…卿
以上の様にf從來の實績を橡討しh因果關係が明

に5×3/〃鋲が指定してあるが、之は實例が示すク画‘一ズ．アップされて來る。.即ちP
様に鋲が眞先に切れる様に規定されたものと思は(a)肋材と支柱とを釣合せるこ』と‐
虹る。8"BA肋材が稠立した型材であったならば画イド流に遜過ぎる支柱を遠く雛Lて立てる
或ば之でも宜いのかも知恥ないが、此場合肋材はことば禁物である。支柱が狸過ぎると､第,09
内底板なり外板と云ふ張太な板で援護されで居る 圖大光丸の一一二例の檬に肋材を引裂<様准こ
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薄い程､役目が重ければ重い程､既葵を忘れとに溌ろO~.

(b)支柱と肋材との取付に特に注意す患ごどてほなら種，其實例は第73"A(八月號、
／其取付は亥注駈標準とし､幾分ソレよりも狸梁板の場合)、第110圖寓員等で、最も明白に

昼にずる‘ととが必要である｡其企画す篝と亀:．賓證されて居る｡、
ろは、どﾙ蕨ことがあって“上鋲だけは切れ倫庇肘板だけで讃や斜の力に對し不充分な.、

‐ては困る｡乏が切れると､戎柱が比較的薄い、諺とが立證されたならば、支柱の内の或物を、_‐

菌底板を突破る塵がある｡＆‐‐交互に斜に恥付Aろとか、x形に瑚寸くるな．
、要ほ縄で腱釣合力”れることが必要である、どのことも容易に老くられる。．‐！

~｡"一・、グー

、が､完全な釣合と云ぶものはナカナカ六ケ敷・此檬に考へて來ろを、肋板としての便命を逹成

"■蒙鮮撫孟雛麓蕊竈竺壹溌髻轆童驚鰯驚蕊案&毒蓋て内底遊職ずろ様に設計することが必雲壱だげは勿論別物である)。．.
ある｡其時も此取付鋲だけば”診ては困る。

・89側桁材(c)支柱は一番安定した湊形材にす患と段・
")!!肋糠雨嬬砲榊振は従来蓮りと“其遊邊は 側桁材も肋板と殆ど同様な機能を持って居る。

I

びり側価』TJ、(c)支柱は一番安定した湊形材にす患と段．
§

")!!肋糠雨端砲榊振は従来通りと“其遊邊は 側桁材も肋板と殆ど同様な機能を持って居る。
必ず曲縁すること‐ 此毒は肋骨‘感蕗で震が限定さぃて居る所に､肋骨
＝･構造規程では船の長70米以下壱億曲縁しな間毎に無理に人孔をあけるので､板の使ひ方とし
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＝･構造規麓では船の長70米以下壱億曲縁し踵
．く･ても差支へないことになって居る漆、腰折

が出來相に力が働く板の遊邊を曲縁すること
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ろ様に齪面に弱黙とたつ

て表はれて居る。之は肘

板を省略したイツシヤー

ウード式の欲陥と同様で

あるから膨此式を完全に

する爲めには、.やはりイー

ツシヤーウードと同様、

此間を補張式る様に、内

底板叉は外板の二重張を

爲すか､,或は肋材の両端

に肘板をつけるより外に

方窪りまあるきい6此事は

本圃の様な特別の積付だ

けに限った理ではなく、

zF常の積付でも大小の差

‘こそあれ、同様の現象が

表はれねばならぬ。尤も

船が新しい内は此現象も

目立たないが、船が古く

なると苦勢して居る所に
特に痩せが目立って來亀
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第125岡内底外板の鴫没

､詞鰹i今》ど“、

I
■

對に桁板は全展し(隔壁前後二肋骨間を除く)､斜から、此現象も明瞭になって來ろであらう。此現、
に或はx形に型材を配置して、側桁材を構成する象を救濟するには、今更内底や外板を二重張する

と云ふことも毒へられ得る理香ある。，とか‘肘板をづける理にも行くまいから、中途に

90内底の隅撹．‐滝鶯惹支柱を増補するより外はあるまい。序に鹿イド規則では、砿石船の様に重量物を積む船には．

内底の階没するのは鋼材運搬か屑鐵運搬の糠に…肋骨毎に賞鵠肋板遂使った方が宜しいと勤めてあ
集中し潅曇勅]渥識船隆限ったあの壱あり、今迄るが、此事は前項で述べた様に、筆者の意見とし
日本で出來た鋼材運搬船の殆ど全部カミ､大蔵り小ては､以這の外の見當達ひであって、此所はやほ
なり此種哉障を經験し垂居る。第124圖(2556噸もb適當な支柱を増補するのが、最良の方法であ､ら~
二年）も其例に漏れ寺、最初の計書では鋼材を積‘う。‘

む積りではなかったが､荷物の都合で鋼材を積ん第'24圖の故障で熔接の成績を識くて見ると、
だ所､風の様に故障を起してしまったと云基事で‘圖の様I色肋材南端は200粍重熔接とし、中間は

霊:蝋麓鰐鰯競鋭壼:醗熱f饗雲溌蕪鵜蕊鷺簑
あり、組立肋板の正副肋材は単に山形材を電氣付殆ど異状はなかった｡之は渚へねばならぬとと渥、

しただけで､前綾莚繼ぐ肘板が省略された所に弱BCの古い鋤には本圖の様に雨端を8"間連綴
鮎が想像さ”る。即ち縦の正副肋材と横の資磯肋熔接する糠になって居たが、現行規則では抹消さ

板との間には内底板だけ､･或は外板だけの部分が〃れて居り、漣イド・でも端末は並列に行へと云会位

残るのば構造上不止得ことで、ソレが圃面に見えになって居るが､､實績を見ると、此檬に簡軍に熔
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接した防澆材は、何かの衝激に遇ふと､中途の獣
綬熔接よ:りも、端末が一番先にやられるものであ
る。之は本例の様に､或娃昔のBC規則の鐸たび．

ととである似ゾレでも航海箙にほ大した浸水もな

く、本船の‘即筒だけで拶泳しな漆ら鰭分隻途の航
海を無事に乗切って､揚荷も無事に鐘みたもるで
ある｡人間知らぬ程握いもの睦ないと驚嘆される。ロー-埒■

之などは二重職と云鐸よりも船繼全般が､､、。シ‘な
雨端は充分に熔接して置く方季本筋であらうと老
へられるO'

’積方をする程丈夫に出來て居なかったものと思腫
れる｡兎に角珍らしい故障の~例である。‘

型

’91内底と外板が一所に鱈演した副’
‘硯

，‐れ
に

之は稀有な實例であるが、先年露國船が函館船

渠に入渠して見ろと、第'25圖の様に、内外一所

に甚だし〈焔渡して居た相である(鼓和田潤三郎r
氏の賓料から)。 ．｜
本船(FiimStone號385.4/×.52'×26/,4574噸L

一層甲板船、九年、英國製、ロイド+100A=1)はビf一
二千七鋤の數條を一難に猟で､欧洲から捕亡
塵に向け回航中印度洋で時化られて縦揺琶し<、
其中に梁注が切れて約三吋程離れたが、航海中の
ことであ｡り筋荷物は艫口凌で一杯積込まれて居た
いで内部の壯況も判らず､其侭綾航し浦騨で揚荷・
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して見ると、丙底が賂没して居たので、肋板と内．
底を修理する積りで函館に入渠し《て見ると､可驚、
固の檬に外板諸共四、五吋も賂演して居たと云ふ‐
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部に嘘水溜を造るr域は内底に水雫

に:したままで）のであるが、少し位

中低にしたどこるで、途Kほチカナ

ガ金水溜の方へ流れて呉祁余、濡荷

が出來易いのは冤訟蔵いところであ

る。尤もいつでも高級貨物だけを積
んで、溌水の出ることや露がたまる

ことがないと云ふ自信の塗る船では

水平縁板でもニー向差支なく》現に青

筒船は殆ど全部水平縁板となって居
る。同様に族客を主とする船で各水

平縁板とL総水溜を中央に設けても
左程の苦痛はある主いと思ふ。然し
貨物が一定しなIG普通貨物船では、
内底面撞折’下げて､舷側に充分の
注水道を構成することは、殆ど総獣
的必要條件である。青筒船で~も不景
氣の際普通貨物を積むために、舷側
から五沢位の所に内底上に6"BA
のﾇk止を建て､舷側に集ろ注水を堰
止め､中央の金水溜に導く様に骨折
った,こと･もあったが、此孤立した6〃
BAは見る間に荷物で損傷されて、
一向役'に立たなかった實制がある。‘
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93二重底と艫内肋骨との接續

第126圖は近來盛に建造言れる、總噸數1900噸
一層甲板船の断面圖であるがb此種の船艘ほ大禮
82×12×6.2米の主要寸法で、機關を船尾に備へ『

船艫は前後の二艫とし、前龍腫普通であるが、後
艫は船の犬に似合はす､約34米と云塁長艫に､艫
口は25米執條が積める様に､約25.5×6.2米と云

第128園二重底と特設肋骨との接繊の故障一，

底が如何にも重大なのに､舷側や甲板の方嶬外
輕小であり、三角形肘板上端邊にば力の激鍵が豫

想され、殊に内底と肘板との取合、即ち控材の構

造厳笘は少しく御手輕に過ぎる様な氣がするび

叉第127圖で見ると、特設肋骨と二重底との釣
合は、圖面上で見るど略釣合が取恥定溺を呈して
居るが､仔細に見ると之亦愛漸がある｡篁重底、
と特設肋骨との取合即ち控材構造は普通肋骨との

取合と全く同一（板や山形材の寸法に極微の相違
はあるが)であるのに､二重底よりは遥永に鶏い

甲板との取合は何と嚴重なものではあるきいか§

兎に角第126圖にせよ第1"岡に巷よ､所謂｢合一
全囚．・

目白撰観」からば餘程総遠いもので肌其解に研究

すべき餘地が浅さ恥て居ることを暗示して居説
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ふ巨大なものになって居る。之等の關係で此大艫
口の両端並に艫口中間には三本(約十肋骨間6.1
米毎）の第127圖の様な特設肋骨が挿入されて居
る｡

今從來の船と云ふ観念から離れて之等の圖面を
見ろと、何と愛芯ものではあるまいか。
第126圖で見ると、普邇龍内肋骨と二重底とは

略三角形なして居る肘板で接続してあるが、二重
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前項に大型豪鍵艦では,二重底内底は舷側でに狸力ならしめんと式恥ぼ､勢鵡内底上に普通以
折上げで､或程度上方に延長してば如何と提議し上に凸起さ巷ねり圭歳らぬ。さうなるとソレだけ荷
たのも靭一は此邊からの考慮魁含をれて居るもの積の邪魔になり、容積を損する。然るに造船規則
である。には別に何も特別の要求がないから、其場限り画
上記1900噸型の船で初期に建造されたものの内利害根性から其侭となったものと思はれるが、其

には､此大船鱸に軌條の様な重量貨物を滿載する~．
と犬購逗の側縁材が僥んで艫口が狭くなり、艫
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口梁の挿入か出來なくなり、謄口梁端を切った船
二、

&あると云ゑことで､現在でも其隙間は5/8"以上
になって居るらしい。

此種の船に限らず､総肋骨を挿入した船の特
設肋骨と二重底との接績,息鵬控材構造には、從

束から故瞬頼出して居るb特設肋骨は普通肋骨
に比べて格段な懇力を持って居るから、從て迫力
に對する抵抗力も大きくなって來ろ筈である沈

巽土臺たるべき控材構造が鵬捌な弱力を持て居な
いとなれ感動は控材構造淀集中して､控材に
娩障が起ることは､.あり得べきことである。肋骨

蝋に懇力ならしめた以上､茎接績も鍔に喪ガな

うしむること腫理の富然であ篭が､蕊備塞を特
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第129.画二重底と特設肋骨との接綴及び其の故障
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馨なかったか彦､一層容易に腰折った；の硯息
名｡皮肉なことには譽へ實罷肋板の旅も､≦職Pてるﾏで｡

肋骨さへなければ今の廃異欣は表は秘そ居蔵いる
之等の事情が判ってから､控山形材を握力蔵澪形,写.私．．‐”・

材に鐙吏されたのが第129岡で参るが㎡､之も＝雨、

年ならずして圖の様に控材端末附近の肋御ご顯著：1
な錆が識ら堪え｡阿鯉其肉輝曇腰鑑竺灘参

一■P鈩弓や▲

るであらう。但し雌雲合にぱ隣の組立肋板に翻り

に異状底認あられ厳力､つた瀞､今鋒果し禅､何の‘
γ一吟一も七おfbp

も鹿に噌或ほ此場合には特設肋鶯に働患力迩充一
・＝ ＝1 ．

分控材に傳逵さ認て,其所の訪板藷けが争鄭､
第128圖の場合には控材が弱いため、力は鍵材を.．≦
對手にせ余､､直接縁板に傳達されて票を雨隣に戎、
ぽしたものかも知れないb‐ア

之等の實例から見ても、薄板を腰折式る様仁便
廷FR・～二・”，

用式ろと脳其抵抗は案外微弱で、殊彪葵遊邊産曲

縁せずに放置するのは禁物であることが謹明きれ
S ｡'二

因果は銀面に表ばれ､或船の例で覚墨と（之は船

首隔壁から後方に第一番鎗内に特設された特設肋
骨の例)､最初の桧査に控山形材が折れたので､新
替して見たが效果がなく、次の年には31/2"×3'/2〃

山形材の代りに、3'/2"×5"×'/2〃山形材に取替へ

て見た所、其翌年には鋲が弛緩した、今度は3''/2"

×5〃×]/2〃山形材を充分延長Lﾝて見たが，ヤハリ

效果がなかったので、トドのつ藍り大きな肘板を

薙付げたととがあった｡直ﾛち特設肋骨が有效に働
けば鋤.<ほどp其接絞に影響が來るのは富り前の
話で､･接続に影響が來涜いのは、出來が良いので

.／ ﾞ－，

はなく、却って犠没肋骨がソレだけに働いて居な

いことを反映するものであ.る。

第'27岡の船でも此因果が表はれた、ソーレは第

128岡である。此例では控山形材には異妖がなく

て､下の肋板が腰を折って居る。ソレも特設肋骨

だけではなくて、雨隣の組立肋骨主で御付合に肘

板が腰を折って居る｡尤も此肘稜たほ遊邊に曲縁
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第･1圏族,客及車輌運送船ポカホシ顔ス

双螺旋汽溌ポーカホンタス

紅煙ShiPhuilder&MarmeEngineBuilder,Atigustl941)－1

・ヴアーヂニア渡給會ittにては最近本船の竣功に

よりその内容は著しく充寶した｡亦胎はケープ．

チヤールス〔チヱ茸ピーク湾の南端）及ヴアーヂ

ニアのリツトール・クリーク間を航海する族客用及

び鶴招用Ⅲとして特に設計巷られ､デラウニアのウ
イ灘ミゾ僻シのPus*y&TOnesCorporaticn

に主り設計建遥鐘ら躯だ皆ので、船主の翻帥最

犬⑳地‘のである．識辮は好成績を示し、其の後

の鐡海､減績はその識灘の結果艤碧ぃ前途

に光賜轌鍵今でぬる蝿､I9;釦年3籠貴塞据ゑ鰯樹年
蝿進水､契約“2ケ月早く弓腱を完了｡船債
は約1,鰯如0-弗郵多約/f250jpCQである。
本船､主要項目は寒の蓮である｡。

‘全長300沢．‐

;'-B.P.gr9沢6吋水瀧に於て)282BR
.al農譲吃フ職直郷為幅一（蝿吹3吋

幅(外側〕｡..‘65沢

j正甲板迄の深(M)20沢

“輕吃本人統海蕊臘：

前－9沢

・後エc沢

浦獅乞水〆

。前一10限－

．後11呪

苧均一 m沢6吋，

契約速力，16ノット

･S.H・P.-3,600

試蓮鱒の際は16ゾツトなる契約速力（0.92なる

蓮カー長の比に相當する）が容易に得られた｡

機關は2組にて各直樫201/2吋､行程20吋のシリ
ンダー4箇を有し、高塵と過熱の場合の範園内#こ
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．は多歎の窓より取入恥られろ。更に本

船は、8箇のニューヨークのキヤリーーア・コーポ

ーレション製のウエザーメーカーの型式にて室氣コ

ンデイ・ショニング装置を有する。こ匁等は401b./

sq.in.の減墜蒸汽により供給され、その性能侭蕊

､連可能の識ﾓと夕一に依り統制せらｵしる｡仁恥
等のユニットは冬期雲氣甚だしき時は暖房の用も
爲す。

測曾ば防火設備に最も意をそLぎポ声卜。勇ツ
キには4本の2172吋ホース50沢づムを備へ、更に

4箇の曹達酸消火器と2箇の斧を備へてある。瀧
歩甲板には3本の75呪、1本の50沢のホース及7

箇の曹達酸治化器､1箇の泡沫糖化器

は2箇の2'/?力回ン泡消火器を備ふ，

一一一

ー

諺 5．園舞踏室
魁

でばたら〈やう設計された。

本船はこの種の船に要求する縄ての亜米利加の
巴廿

規則に合格す。

船首ほ垂直線に對し約8度の角を爲して居る。

船首のゆるやかなカーブは》頂上に於てやム狸く

なる｡船尾はいばゆろクルーザータイプをしてゐ

る。（第一圖参照)‘・

舵はセミ・バランスド式である。船鎧は正甲板

迄霊する9箇のバルクヘツドにより匠割され、正

甲板より上にポート・デッキと燐甲板があり、
前者は船の全長に亙り、後者は大部分に亙る。

１
１
１

1

第 6圖ルンヂ
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此の船刀外観を見ろと、その設計に

非凡なる所があり我為のもって．ゐる汽

船と云‘息蝋念で律する事は出來ない。
、

外形上、直ちに我溌の注意を惹くのは

巨大な楕圃形の煙突、舵手室より展開

された流線型の效果､窓わ設備のある

上部甲板等である｡叉CowITentilator

のない事や其の他甲板等に餘計なもの

の無い事ばく他の船には色鳧設備され

てゐろが）その設計に清新味を輿べて

ゐる。第一圖のボカホンクユの側面篇
眞及第二園の前方より見た篇眞に依っ

て判ると思ふ6

構造上より見て、ポカホンタスほ非､
常延興味が深い。主要部の設計、配濡'

〆

‘第7圖食、堂

参照されたい｡

Jnaindeckは充分演<設計されてゐる爲、三列

になった車輔わ通る路が六つある。廣さほ各煮約

18沢あって、ユ10臺の車輌を抱擁し得ろ。出入

ば船首及船尾を通じて行ほれる。硲首に於ける上

部甲板は重いweathertightの扉で閉ざされ､

船尾の扉は舷総の所に設備されでゐ患。船客の出

入口ほ船首近くの右舷にある。mamdeckより

promenadedeck菫での高さは14沢ある爲何庵

でも自由に蓮撤が出來る。投錨装置は左舷にあり

捲揚機は反對側の舷にとりつけらi'してゐる6『更に

常延興味が深い。主要部の設計､配置の重要説明
は第三圖のエンジン茨ボイラー室の断面圖を参照
さ奴たい。‘

そのうちで最も興味あるのは、船鵠中央部の外
形である。舷側の張り出しに特色があ肌rnain
､deck(弧吋の溝型鋼で張りあぐらされてゐる）の

線迄外方に開いて乗てゐろ。一般の渡船用の船舶
庭船材で捲か艇てゐろ。此の船の幅はmaindeck

の線で65沢ある。との幅はmaindeckに車輌を
のせる設備をほどこす爲には、是非必要なのであ
る。maindeckの上の瀧造ほ、船篭各部の寸法が
輕量のやうにつくられてゐる。舷側と幅65眼の線

～

ｌ
■

１
１

｜
ロ

との間隔はにmaindeck於て約10吋
あるが，瀧歩デッキの線に於ては、此
の間隔は16吋になってゐる事を注意、

せぬぱならぬ｡bocltdeckの中央部は
centerlineから約12沢の間2沢だけ

高くなってゐる｡promenadedeckk
りboatdeck迄の高さ即ち船客の齢
歩し得る空間は7沢半より9沢半ある。
船艘はtranSversesystenlによって
組立てられ七ゐる。全長の大部分にわ
たって24吋間隔の肋篭よりなり心維端
の方に行くと21吋となる。全甲板は全

部スチールに依って張られてゐろ。

maindeckの構造については第三圖逓
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船尾に二つの捨場機がある。

右舷の船首及左舷の船尾の所に、階段があって
maindeckよりpromegadedeckへ行く通路を

‐亭

なし専ら船客用に使用さる。大廣間には､長さ60

呪、幅43呪の舞踏室、カラス霧張ら鯉た食堂、休
憩室､小食堂、陳列棚のある廣い歩廊及び立派な

出入口があり、事務長の部屋ほそれ等の傍にあり

便利よくしてある。議備及備付其は特に立派で、
内部装飾ばpastelの影をやわらかく投げて居り

板ガラスは至る所に使用され、窓が澤山あり囎光

と室氣に惠れた雰園氣をかもし出してゐる。

婦人休憩室は舞踏室の直前左側にある。弓形に

毒曲した天井及心地よい設備のある休憩室は磨き

をかけたカラスで食堂を匠割さ恥てゐろ。（第六

圖）食堂ば狸名入れる事が出來、四人用及八入用

の卓壬が並んでゐる。（第七圖）賄室ほ良<設備
され食堂の後方左舷にある。賄室の近くに冷藏庫

〆

があって食料及飲料を多量に貯藏してゐる。大廣

間及合廊下、事務長室はリノリュームで敷かれそ

の厚さは'‘'2〃に及ぶ｡.promenade_deckの内側

扉は中室の金属にてつくられ、外側の扉はマホカ

ー材よりなり棚扉の厚は,v息,吋もある‘黒色人の
〆

爲に同デッキの後方が専用さｵL，大廣間も設備さ

れてゐる。

白人船客はpromenadedeckの外にboat

deckにある廣ぃ場所淀利用する事が出來る。中央
の2咲嵩<なった場所にほdeckhou誼が建てら

恥種々の窒が詳備されてゐる｡船の中央部の廣い
部屋は船主用で透り、船長及高翻皆員の部屋ほぞ

の前方にある。boatdeckの大部分は換氣用の差
風室にて大部分しめられてゐる．

乗組船員は前部陣WerdeCkで灌起きずろ。高

等船員用のmesきrCOmもこのdeckにある。後

部IoWerdeckは専ら貨物自動車の蓮鱒手等が潅

泊bする。＝般船員用のgalleyはlowerdeck

の前部にあり、座縮機による冷房装置がある。

deckはセメント及タイルにて敷かれてゐる｡

promenadedeck及boatdeCkの部屋の絶縁

装置に注意を要する。外部ほ2吋の絶縁金隠の壁

にて出來て居り、内部は吋から16吋のペニヤ板で

仕上げをずる･勿論天井も同じ仕様である。舵手

室はベーヤ板の代りに金属板を用ひる。

多くの稀課装置の内で注目に慣するのは､･全船

内にわたる放逢設備である。これは高級なる受信
器及ラウドスピ～カーよりなる。.又船客の便宜を．

はかる爲に陸上との通信設備がpromenadedeck

にある｡一相互連絡の爲に個人用の特別電話設備が

ある。舵手室には舵輪と電信機があるが、別に

boatdeckの後方に猫立した電信機が備へ付けら

恥七ゐる。舵の運動を調節する操作は又此虎に於
てもたされる故船は船尾からも操縦される事が出

，卜

來る。電氣照明は全船にほどこされてゐる。船客

の居る所、及高等船員の部屋には、新式の間接照

明法が採用さrしてゐて好成績をあげてゐる。救命

設備を見るに、船には無数の救命器具があり、そ

れ等はdeckのまばりの便利蔵そして容易に手の

届く場所に置いてある。その上40人乘の四隻の救

命ボートと60人乘の四隻の救命筏がboatdeck
に取りつじてある。吊艇注は特許をとった画一ク

リー式で、その吊注にはboatwinchがついてあ

で、その内の一つは必ず各救命ポート用になって

ゐる｡
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船舶第十四巻合本豫筈

船舶第十四義（昭和十六年度）合本ば只今

製本中です。製本部數は極く僅かですから、

至急御申窪下さい。定慣,は9圓50銭、逢料書

留にて45銭です｡御注文は振替東京79562番

を御利用下さい。
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船の設計に於ける初期計算に就いて
ｰ4

E,E、BuStard
､

ShipbuilderahdMarineEngine-Bixilder,ApriI1941.
’

－ 、 2 ‘

.な基本の型より進める事が出來、そして雨端より

改渉た距離で基本になる船の線圖より部分的に改

良出來ろ。この距離は近似のCRと恥そのCP

との差に逆比例すべきである。鳴澤等は都合の
よい比例方法等によって蕊へてもよいももし:・

Centreofbuoyancyを移動させねばな軸場合
は縦の浮力の中心が所要の量だけ移動する様に船

の前後部の相對的の排水量をかへる必要がある。
この場合、各部分は別鳥に叉考慮すべき事を忘れ
てはいけない。澤山の船に･いて計算した結果に

よると蹄smatiecoefficient｡の.02を一部か
ら引いてc他にそれを加へると魁･浮力の中心は長
さの約.875％動く事になる。例へば湖走淘階の
様にblockcoefficient.85もある様な非常淀肥満
ぜる船で噂との謝直は長さの約.90％位にもなり

非常にfine撫船ではむしろ小さくだってゐる。
、試みに這當蔵ろ寸法とblockcoefficientをき
められると、所定の吃水は設計された船の一般配

置に關聯して、規則で許される。かくて載貨排水
量は選んだ寸法が確定する主で漸定酌に決められ
る。で塗ってゐる主要問題は船の輕貨重量の決定‐

である。澤山の鍵化しうる要素が含霞れ工ゐる爲

豐霧騨撫篝鶏麓翼禦簾
鐡板を江一ルにかける場合の餘裕とかスクラップ

見込量、その他種典の重量等は船毎に違ってゐて
正確に謹言ずる事は出來ない｡輕貨重量こぞは既
存の船より關聯して見積するのには一番よく心と

の方法は見積りするのに面倒なる種糞の項目が自

らわかり、且調査に蕊した時日が可成，短いと云

ふ黙でよい。實際このやうな資料の作表におい亡

叉重量を種糞の項目に細別する場合に賞って種糞
の相異黙が存在する，第一表はその声例で謬って

新船を設計式ろに當っての第一歩として厩適
當なる基礎をつくる爲に大抵の場合或る近似計算
をする事が必要で、然る後更に一歩進歩じた計算

をするのである．その手助けとしては、以前に建

造された類似船の信頼性ある数値がよい．

大抵は、船の寸法は船主側の經濟的理由によっ

て決るので、その條件とじて次の様なものが含蛍

恥る。即ち、（1）或る吃水での載貨重量、（2）貨
物船の載貨容積又ぱ商船の同等の甲板面積、（3）

巡航速度と行動宇径等で､､之等はすべて船の商費
に都合のよいやうに船が配置されてゐる上での話
である｡設計者は､以上の諸條件力垂に矛盾し蔵
い範園で建造者側にも叉船主側にも都合のよいや
う~に航洋耀と壷度に落度なく、最も經濟的である
べく心掛けねばなら塩。

排水鐘の基礎である各重量の概算は選んだ假定
の寺法によるので､若しとの重量の合計が合は厳
い時は相當の訂正が必要である。前に選んだタィ

プシップ乃至設計が基本とならないと解ったら、

問題は白紙に還ったのと同じであるが、その近似
計算をするには更に勢力を必要とするだらう。船
を設計する場合に船型をきめる第一の暗示と蔵る
のは》要求さ”るスピードに合ふやうなプロツク
コェフイシエントを決める事である。利用債値あ

る模型實溌の結果は最も信頼に足る案内になる。
かぅ云ふ事がう主くいかぬ時は、有名なる

CB=1.08-VO/2.､/~Z-

なる式を普通の割合の船に用ひてよいが､､よく注
意して使ふ必要がある｡ここでVは節で表される
試渥鱒のスピードを示ず）巡航速については約
1．04なる常數を前述の1．08の代りに用跳てもよ

殉

い。

設計が進むにつれて必要に應じて、線圖は立派
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識塁縛速の馬力の適當なる割合は石炭専用の蒸氣

機關では.83乃至.85で抽熱蒸氣機關では.85乃

至.88而して獅幾關では.90である｡，
適當なる麹獅荊用される場合はD.W.Taylor

の$'SpeedaPdPowerofShiP''にあ･ろ標準

ゐ欣態におけるカテプより換算すべきであ謡乙
とに注意すべきはTaylorの曲線は低鍾の貨物船

には利用出來ないので、この場合には利用慣値あ

るBakerとかAyre其の他の著渚の方法がよ

い。第四表に簡軍なるadmiraltycoefficientの

表があるが、之は寶際に用びて多少利益があり、

殊に設計の初期には可成り信頼性が高い。上述の

如き近似法を用ふる場合は蜜蜂の結果より割出し
た適當なる修正卒を見議け艇ぱならない。かくし

てその結果が實例より確かであると確信されろ。

，或る設計船についてプロペラの廻樽数が或る實
例よりﾖ隙にかけ離れてゐる場合は、プ戸ペヲ實

験の或る標準の群に對する修正値が馬力を適営に

調整する場合に役立つ。幸び第五表に平均の商船

@び賓例について得た馬力の修正がある。プ画ぺう
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の問題に雨聯して一言注意すぺ

きは模型賞験の結果を考察ナる

場合模型實醗より得たwake

factorbrWakeffacfirmは實

船の場合よりも著しく大きいと

云ぶ事である。豫備的な概算と

しては、設計の一法として

TayloiPのzF均のwakefaction

を用ふろ事は普通の船では有益

である。

純貨物緒の場合は､総て載貨
容量は類似船より得た諸係数を

用ふる事によって可成り正確に

寶際の数値と近似させる事が出
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類の取引に從事する船で、之等の船の全籠の條件

を考慮に入れて色埼‘な方法で一般化して虚理する

事は不可能である。船の各腫劃はその各糞の特長

に基いて虎理さ”ねば蔵らね。とは云へ各スペ岸

ｽのin｡ulded,volume･雛あて､捧息ぺーｽ庭
對する控除は普通スペースの犬さと高さ及び冷凍

方法の性質を考慮に入れて百分比の基礎の上に立

ってきめられる。第七表にその一例がある。

榴船(tankship)の載貨容量の算定に當つては、

中間のポンプ室とcofferdumとを持ってゐるタ

イプシツプ数隻についてタンク睡或のmOulded

volUmeを表にしてまとあておく事はヲ酷に便利

である．叉この容量はタンクの腫或と中央切断面
積の積との比として示してもよい。ポンプ室と中

間に設けであるcofferdUmは新しく設計する場

來ろ。この目的には、既成船の二重底上と最上全

通甲板間の容積を表にして表し、この容積崖船の
‘垂線間の長さと型幅と船倉の深さの相乘積との比
で示す事は有效である。それは叉との比の値を

bIOCkcoefffcientに基く排水量の増加として老へ
る事も便利が多く、かく考へる事によってI醗脊の
度に基く鍵化を無くする事が出来る。或る吃水で

肥清の度を比較する場合標準にしてゐるものと老
へてゐる場合とで，型深の割合が同じであるかど

うかに注意を桃ふ事が肝要である。設計する場合
貨物を積んでゐ蔵い場合の控除は別にむづかしく
なく、一般配置圖においてsheer及びerection

を鍵へる事ほ造作ないと老へられる。第六表は数
隻の船の實際の數値である。

貨物船の場合は､載貨容量を次ら二状況で表現
するのが一般である。第一は殻物のやうな物を測
る場合でmouldedvOlumeから容量の計算に
入れないやうな邪魔になる實際の容量を差引いた
容量を容量とする場合である。この時は約’'/2％
mOuidedvolumeより少い･第二の場合はバラ
積みの測定の場合で、普通フレームの内側又はカ
ルーゴーバッテン毒で、ビームの上面蚤で及び二重
底上面床板叉は甲板蚤でを探る。上述の條件の下

にベラ積みの場合はgraincargoの場合より貨
物船で”％位少い。‐、

更に最近の精巧な證凍貨物船の場合は、賞際肉

１
１

－
１

合､.以上の知識を利用するに當ってその長所を減

じてもよい。第八表に油榔曾の例が載せてある。

設計の初期には機械室の噸數は総噸數の13％以

下に蔵らないやうにする事が肝要である。undelJ

decktennageは類似船から得たccefficient

baSisに急速に近似させらる｡blockCoefficien#

に對してのこの係数の超過は種"の船について表

にして示し、前述と同様の方法否容量の係敷とし

て利用してもよい。總噸数を決定する場合、エツ

クシヨンに對する附加は概略のプランより決定さ

れる。
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＝一方城nleの計算は原則としでは簡學である、長の割合も考慮せねばならぬ。metacentrichei-
が､その綣撫實鰐龍に重要遥ある.ここに二宮htは､そこで或る垂本の載貨について前に選ん
つの大切な見解があ毛6一つぼ載貨tD－つの重大‘だ寸法について決定される。然る後その後の調整
薩條件の下での船の安定で､その載貨は塞な要によって待望の結果が得られたと確信さ恥る｡設
素とし筵1ongitUdinalCentere.証加oyanCyの計が進むにつれて》或る範園内にて疑問になる唯一
位置を鍵化させるもので$今一つは載貨と云ふ一一の要素は船の輕荷壯態においての童心の上下方
主條件と燃料その他の潜費に基く他の條件又ほ載一向の位置である。と恥に對しては船殻の部分につ
鰯様子の認ける條件に基く:相對的な船の安定いて,既成船からの比較方法によって概算する力
である。。 が 最 上 の 方 法である。
･trimを計蝉する時､その始めに起る問題は柵普通設講は設計の初期に手本になる基本の形
の輕貨朕態における鐙の前後画重心の位置を決めを数種記憶してゐて､rnetacenterの高さは謡係
る事である。この問題を解決するにば､計算藍幾數によって都合よく概算さ＃鳴るし､浮力の上下
度も繰返Lやって､相當の努力&結果､-最後の重方向の中心はベースライン上吃水の分戯として考
量において稿異黙が細部の計算にあると云,$喜漆へられるし､,浮力の中心からのmetacentre高は

､

望ましいO-、、 幅の平方の吃水に對する比とじて表喜恥ろ事を知了≠

.stabi瞳yについては､設計者は先づ設計する船ってゐる。これ等の係数の値は色盈な型の船につ

の配置と載貨の工合に都合のよ」ﾊやうな假'､幅、いての第一表にある。

漂さ及船型準め温ぱならぬ。既成船からの種慰 客船の設計の初期では、水防匠劃の問題が客室

の蓋料腫勿論参考にせいば武らない。叉船楪の延の配置、客へのサービス及び機械室の配置に夛購
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に關係してゐる。所謂"criterionnumerai''は

一方において國際法の要求に答へる爲にも要求さ

れ る。蝿

これた對する念入,りな縁の方法は既に"可浸
長曲縦として船殻の幾何的形態より表ぬる方法

として發表せられてゐる。要求される腫劃の標準

は悩例へぱ或る匠劃が侵さ艇たとか、厘劉がどう

云ふ要素を持つでゐるとか､假定する損鰐の範園
だとか云ふ色だの要素の土に立つ性質のものであ

り、又望み得る安全の標準は純粋に相對的蔵物で

あって絶對的な物でなv,と云ふ様な實際的の見地
より老へると、計算において全く正確であると毒
ふ事は、箕の主眼でない様に篝へら恥ろ。$!Bulk-

headCOmmittee''によって既に發表されてゐる

近似計算法は國際法に主って正當に認あられてゐ

る事で、叉之は要求さ艇る程度に正確性を持って

ゐる。

「標準型｣に對する可浸長曲線雄設計の初期には

既に決めておいてよい。が其の場合にはその曲線

は完全に滿足な物でない危険があり得るので心そ
:の時には更に一歩進んで研究する事力建蚤しいま

この方法を用ふる時問題になる､｢船型に謝する修
IE｣はとつつきは面倒である。そして今迄の事實

より見て船型についての概念は混沌としてゐると

云はうか､費際に役立つ程進んでゐ液いと去って

よい加:その程度である｡かう云ふ場合の道案内

として､各方面よ”助力によって醗縦よ鴫
た船型に對する修正の表を作った｡第九表にその
代表的な歎例があ息。‘
直接浸水された場合u複雑燕結果思は鞄角度よ

り船籠が億される場合が多凌ある。この場合勿大
部分はi正確なる苛浸長は要求されない｡概して

云へば條件を浦足するやうな瞳劃が在る蟻いか
が唯問題と詮ろので、設計する場合峰全種劃を考

へる必要は無からうと鴎寓｡自明の危陰議範齪
關しての研究は大鰡滿足される｡或る唾割がル学
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ルの凄奉permeabiiity主で完全に浸さ恥尭と權
定しての軍なるtrirn計算では大抵mrirginline

までは浸水しないと假定してゐる｡ので．この場合

はより正確なる計算は蛇足である。

縦の匠劃ほ船側の損嘉の場合､危険の起りうる

基である。割§の場合航海中偶然に起、うる危険

は商務局に壷「客船に橡分に開する制度」を要求
し得患｡舷頂1の匠劃が一方向にて水面より出たや
う鷺船Dheelの角度を決定する事は設計の過程
では困難である。そ鯉は其の原因となる重大蔵要

素の決定的な結果を謹測する事が困難であるから

である｡場合が本質的に遠ひ､名場合についてそ
の特質を考へねば透らぬ｡或る限度内では自動的
に水平にする取配の準備は、修正事項の方法を與

へる｡然,しがかる装備は不幸にも損傷を受けたり
叉は受けない場合總て船の.stabilityに影轄を及
ぼさないと云ふ事が大切である。

至航洋諾の場合は船の寸法及び構造的配置は既
‘成船の結果より得ら恥るもので猶上で會ふ寶際の

傘

應力は大抵未知である｡.かかる經聡は各國の船級
協會の規則に具籠的に示されてゐて、それ等から
も船の寸法は普通決定される。然し時には船級協
會の規則に無いやうな設計に對しては、船の寸法
を決定する必要がある。遁當なる寸法を決める場
合､標準の波に浮いてゐる準靜的な場合の船の
Iongitndinalstrengthは大抵考慮さ恥て居り、
Strenglilmember瞳船級協會のルールによって

・1

承認せられた他の船と比較して同等であるか、又
は張力上十分であると認めら紅た船とその構造が
類似してゐるかである。その計算の場合最大曲げ
モーメントの上に寸雌基礎づけるめが一般であ
る。荷重位置がばつ鋤と決尭せられてゐるやろ
談船の場合は、船西全長に亙っての計算をする必
要ばない。一般に最大曲げモ‘-．メントは普通中央
切断面の附近に起るから、船の中央についてのモ

ーメントを計算するのが都合がよい。そして、最

大曲げモ芦メントは剪断力零の黙藍で一寸修正す
れ,ぱ求あられるのである。

近年詳細なる振動の言隙が可成り画程度まで進
歩はしてゐるが‘それも一次のverticallfre"-

enCyについての話であるから､その計算法を寶際

の構造の船に用ひたり心或は一次よ･り良いnlOde

の物に用ひる事はどうかと思ばれる。更に積分計

算は船の設計の初期に用ひてゐたよりも一歩進ん

だ知識を必要とする。この黙及び巡航中の吃水の

鐙化に起因するのではなくて荷重の分布の如何に

よって起る或る量の振動について可成り正確な程

度に近似式が役立つでゐる。一次のverticalfre-
quencyはSchriCk,Dr.BrownとかLoC.

Burr狐及びその他の入為によって提出さ”てゐ

る近似式から推定出來ろ。

而してそれ等の近似式には談運韓の時観察され、

て得た常数とか他の記録によって補足された常数
等が用ひら恥てゐる。星
或る近似式には水平の振動については淺分不明

瞭な黙がある。滿載吃水の歌態にて數値だけにっ、
いて云へぼK船についていく水の效果を無税すれ

ば僅かの談もない｡以上の條件の下で､/簡単な
Schrickの式は他の複雑な近似式と同.当矛盾しな

い結果を與へてゐる事が今迄の經聡で明である。
然し､荷重の他に吃水を老へた場合entrained
waterを説明する要素は結果を線まで持ってゆく

必要がある影或る一例についてての水季の振動に
關しての明瞭な黙を分析した結果より來る著者の
意見でばentrainedwaterの影響は垂直の振動
の場合と同様水平の場合にも同じvertiCalmass
factorを用ふる事によ‘って説明さ恥るo現在の

段階の失職では、水平の振動數の算定の場合は十
分の鋒裕を見積っておく方が賢明であり、更に或
る臨界黙に.て測った最大の振動では少くとも±5
％以上の範園を見ておかねばならない。この黙は
verticaivibrationでははっきりしてをり、その

時はtunnigは普通ﾖ端に明瞭である。
（了）
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－､造船につし､てぱ息下箪の棉

職行動｢I細であるか"ら数学的にいくぬ

｜,が､斐那事愛欝初の頃わが図船腹蕊
は千トン以上千隻四百繭トンを有し

てをy、千トン以下は犬畷同数と見

られる‘が最においては千トン以上の

｜鴛鑪艤職･毎鱸
が、破損、海難、船齢などを考慮す

iEると約二十萬吟シ年々消耗されるも

ニーのとみなければならな､い。大東重職

I＃．争勃蕊に伴ひ銅徴刷砺も相営あるが
一面賛材、設備、勢務の不足か5遥

＝船計謹も溌定通り‘1こは途行されてゐ
Uの■

‐ない現舩である.が、今回造鋸に關す

j．る遜信省所瀞事務を海軍に移譲する

ﾄとととなつた｡造總能]向上のため

に,牡従来臓物略に對してliX六蔀の標

一準船型壁設けて大量生産遂行ってゐ

『たが、今後は特殊路（客船も職蝋錨

；等）の建造を睡縮し、特距貨物、油

、槽、鋤石舩建遥こ重鮎を置き、南方

：．詩地域の港湾状況などを睨み合せ職

テ時標準船型と作成、鋼材の統一、櫛

遥の簡易化、材料の節約、機械〃念

I造等に考慮を排ひ同一･迭船所では同

、一型め船舶産造るやうゞ にする。、しが’ b

して本邦戦時念造船はわが園に最も

1$迩應した船型で、養材ぱ少〈、溌荷

Iを多く、しかも急速に建遜出来るこ

とを眼目としてゐる。

－、掌捕船の利用傘捕錯は可愛

’的速かに本船船舶として使用する考

：､ヘで近く輸遼に'使用される'ものもあ

二るc

－、沸浅船の引掲’についてはサ

ルペFヂ関係業者均組織をつくり鏡

・意引揚げに努めIる。
－、本造船の建造‘沿岸慌造のた

めその建遥に努むるがそ:D箕獄、企

：業の整伽統合を行ひ將來は鐙船統制

倉の一翼とする。

－､外國船の利用・第二欧洲職勃

’

戦時議會

1と

船舶

’
。(五）油糟船、餓石輪遥賂の運送能

戦時造船増弱策
力を最高度に發陣せしめるためと

寺島遊相の言明れ力謎遥用養材勢力等の侭I滑な桃
貨物、油槽船等に重職、給をはかる

ノ

駿時標準船を建造（六）戦時標準船型の建造に着手し
f

大東亜の殆んど釜水域にわたり現なし､ものに對しては個々の遥船工

に雄大豪壯な作戦が途行きれてゐる 場の能力と睨み合を同一型の船舶

が、これが完謹上蔑た更に南方占領をなるべく一つの工場につくらせ

地域における亜要資源の確保､開發、てゆく方針である

利用の急速なる促進をばかるた､めに．（七）戦時急造臓船はこれに使用す

も造船能力の劃期的櫓弼をはかるこる費材を最むくなくし、その稜

とが刻下の最喫緊率とされてゐる折荷量革最も多くするやうな標準路
柄寺島涯相は四日の衆溌暁瀝信省關，型とす‘‐

係法案秀員會において約一・時間にわ（八）艘船は鋼材による建造途理想
たり瑚期的な“蠅鎚方鑛につき詳とするが菱材關係から今後は木造
細な説明を試みきばめて注目を惹ぃ 船建造に劃期的な進閥澄試みる

た。しかして遜相はこの造船輔弧方．(九）‘菱材、努力を計鐙造船に重鮎

簸につき今後採らん‘とする方針につ的に供給するため企業の整理統合
きを はかる

(一）撞船の徹底せる計迩建造を行（十）掌捕船の利用、外幽船の利用
沈没路の引揚げ遊行ひその能率的全、、

(二）籠船建造、修繕に開する指導利用をはかる

監督、重要費材勢力の供給は海車等にわたり飛躍的な方策を明示した

悩局’こおいて一元的に行ひ簸大限更に遥相は鋸舳迩瞥會の殻冠による

の能率發揮を行ふ海運の最も有效な.る一元的迩管をは

(三）遥船能力を簸高度に能率的に力､るべき職時海運管理令は灘臓來法
するためさきに貨物船に六種類の文の整備を急いで来たが、敷日中に

職時標準船型を設定じたが、今後、この整備を維リきばめて近い將來に
_は油榔＃､餓石犠迭船その他の船おし､てこの愛施を見る運びとなって

舶にも戦時標準船型を設定その澱ゐる旨と述べた。

高の建造能率を發揮せしめる‐なぼ寺島擢欄説明要旨下の如し。

(四）容船、官臘蝸淵その他不急と大東亜職争勃發によって南方蚕源
認められる船舶はなるべく建造畠｝確保のため軍事經濟上から亜要とさ
避けしめる れるものは船である。
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塗こよってｳi適鋸が減少したが〉徴－．僕決鱸鵡において､、本多英作氏・にまる擴充方劉を堅痔する漁定であ
睡地域内の橿軸鋤‘舶ば努めてわ躍懐同)の質問鍵恭へ､占領の造船所る。また路型に開しては從來鵬主に
鉦利用する5なぽジｬﾝｸの利用を活用および民間麓際家の技術､知A,･B･0.刀等の標準船型の建造
も考慮してゐる。‐ 識等を總動威職極的な新路建遥を迩窓葱して來てをり、これは平時に

』．

、ー鍵呪鍛を利用わが鰯沿岸銃、行彦s,べき旨言蝋･しだ。”ーあってはたしかに效率的なものであ
路たおいて総帆語は相儲量の右溌稔寺島懇相諮腹の急速なる樹掴をるが､政府は零淑的情勢の鍵化に即
‘錘を行ってをり機帆鋸一ヶ年の蓮邊はかるためには、新じく造鋸所の施應して職時標準型を定め、造健と遥
遼は三千漬ﾄｼ侭であ鳥｡しがし燃設を擴大するよ”､賛獄も要らず船廻規格を女るぺ<合一して能率化
料泰足らだあ千分魅鰐率發揮“［能率のあがる方法として占領地に鞠達圃る。この戦時標準型は急激な船
止Lてゐた繩おるので､今後は燃ける造船所の活用を行ってゆきたし、腹の需要に應ずるため大鍾に急造す
料轆別配給によって蓮銃能率の一一と恩ふ°すでに上海の江南i･ツクなる結果、船の生命年数は幾分短くな
屑脅遙を圖るつ”雷あるd:ども利用してゐぢが、これは-畷篁るかもしれないが、通航能率はおと

、(二・五）の路肇遊有し、壱島ドックなどと併さない崇うにするつもりである。二

せ能率を發揮してゐる。 ・(一・二七）
こ 試,、_･

船員隼齢低下’
。』 優秀船舶を廉頂に大麓建造するた‘"

緊急勅令公布を考慮；”建艦補充不安なし
めには外國模倣のみでは到底できず

嶋田海相力張〈答鍔‐
ど

こ且四白め衆議院郵便法改正委員一我が閏凋自の方法によることが必要
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扉ｿ咳望？bf7雪‐;せむ・も四、不唾圭” 海軍鯉幅醗潭塞琴

ゞもの等澄詳細に調査したが、昭和千 大東亜戦争開始以來廣夫なる地域
七零度内に起工するもの‘ば既契約をにおける大作職を完遂ずると共に一
生かしだ方が能率的なのiで震これを認面南方諸地域における養源を確保し‐－

－め、昭和-1-八年産以降は民間におけ更にこれが開菱を行ひ以て犬東亜共

る奨稚→切御破算とL新計遜のみ栗圃を確立するに雷,船舶の建造及一
－2鯛・

一

宅一
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ぴ修繕の促進は最も重大問題どなつ、・

てゐるが、・これに開し職礒下におけ

る海軍臆船及び商船の造修を－燈と

して企登運用するだあ海軍、遜信雨絡
莵早

省間に．おし､て造船に開する所管事務物養
の調盤を行ふぺ､〈、二月五日附な夢る擬

「鐙離事務に開ずる所脅等の戦時侍〈力、

例に開する勅令｣が制定公布された｡完塁

これは商船の建造修繕計謹の樹立海が、
戦時下對支賓客韓迭の重大便命避，、・行に識り､-海軍健絡のそれ座の間に通《發足をみるべきr路舶運管會』に

適切なる調整を計り絶えず工程の詞對應しで本月上旬大型機帆船の運銃婚ふ東亜海運ではその使爺逢成を期
節、賛材の確保、努務の適正なる髭會祗を設立するとともに、海運統制一して耀答航路の積極的按充騒化壁企一・

、

置を一元的に獄ふため、職時中海務令に基き擬帆船の蓮蹴を統制し、不圖L，逐夫とれが一元化をはかりつ”’．‐；．‐

・廃の管掌する造船事務中蹄舶用主急不要鱸の職逢を制限区航行承つあ劇が､かねて同証が計謹”内
要蚕材の需紛調整｣及び｢海軍瞥理認制度達採用して國策職邊遊断行す地､香港航路の開設が審港め峰落に‐
工場におけ,§造船及び紺舶修繕に闘一るはずで､-船舶逼迫の折がら機帆鋸一よっていよいよ近く賓現を見るこも
する監舞}の事項を海軍大臣に移管の紘制は注目ざれよう。機帆船統制．となった。‐、′・
することとなり、移管事務の通用にの大要は左の如くである。すなはち二月二十六日脚戸褒の便‘
富うては海務院に名その一部駐分掌大型機帆船については、船で渡支した同肚清水肚長､､松数理

登しめ祷ることと厳ってあ;るから､．－､從來竜抄ン以mの大型機帆護歳ら淡に海事検定協會石狩夷の一
海軍､逓信雨省め一鐙的運用の下に鋸については樫幌船外航統制組合行は基隆経由で支那方面座毫唯あ

′‐最大限度の船舶建造を震現せんとすが結成されてゐたが、今回はこれ出蕊したが、清水鮭長今回ゐ渡支の‐
るのである。“ を發展的に解消せしめ、新たに磯目的は内地香港航路の開没詮一層促

j･

しか,して遥船事務に開す.る所管等帆船運航統制株式會疵(假稻)を段遙するものと蕊想され、闘係各方面．、鼻，

N･・の戦時特例に，開する要斡ま次の通り立L，太型機帆船三百五十餘隻をより少なから砿期待が寄登ちれてゐ

ル灘｡鍔艤.醤……ー難蝋鴛耀脅灘。総鰯辮鱒鴇＝
庭掲〈,馬事項は職時中海軍大臣こで､各地瞳機帆船組合にこれを出確保のため看あって､！､よいよ新漁

，れ産管理ケ賛せしめ二月上旬創立の數定であ路開設の資現を碓疫ならし“.も･鰯、
｝一、船舶用主要養瀞‘需給の調整る、．と豫想されでゐる。しかしてこれが←・’

二通海軍笹理工場における鐙絡及一、しかして右蓮管曾疵は焔豹國家笈現の礎は香港への貨客輸送はもち‘
‘が船舶修繕に關寺ろ監督・静理の中核盤として迂〈發足をみろん南方物議の接凝港として同港”

、第二條海軍大臣I揃艤の規泳蕊る蝿舶蓮督會』の通航責務鐸重要蜂は漸次加重される&のと蝿
り答理する蕊務を海軍臘政本部又し、中央愈要物養輪逢に協力せしされる。《二・二八）． T

・は海議院をして分掌せしむるとと、める

｜
圭三一

を癖.普通機帆船にゑいでは、

第三條雛の規定によ'海霧院"－､從來肇鬮各地歴別I蓬二言卜叫馳 未騨鑑謹潅ョ
合を結成し、これ､力鑑菫腿として、；分掌ずる事務に關・し てば海務院長．‐

菅は海軍失匿の指揮礎菅巻承〈三ユーヨーク來砿によれば;糸職金國機帆船聯合衝があるが、とれ、

附則本令は公布の日よりこれをら組合翻佗して從來のアウト蕊鱗ラバ寺(三蔑五モトン)職十為周・
施行すイ〆一を弧制的に組合に加入趣L"7←ジﾆﾔ"ﾉー ﾌ謙寿ｸiで潅永・（二・五）

した。（二。一八》"、
める

．しか､し て く れ ら 筆 樋 帆 船 の 航 行 を 、

鈎一、

I壇・

_鼻_－－__…息壜＝塗--.4"l…壁:1.． 4 － － ．F＝垂。＝一一二－一 △ ぬ 一 ・ 一 星 . ～ 竺 二 一 子 一 画 垂 も 可二一 ←且－，J－c宅一一W二三一一一‘…＝_－－菖一.ー、』声

伽 ‐、
塚･宮

、

●

･

Q F

qG 串

■ロ

ロ

ー.－，._＝‘-‘菫、～竺一く雪三･･､･票.-...-‐__.."些・--_曙.-..-...---淫－－．，重雪舎一塁＝基=乱噛一響_‘－．号-.‐ニー塾…‐。_少曇,一垂
G』

一一一，ﾛ凸一一一■-Rj々 q=勺ｴｱL■一一



． ＝~－－－－－ 一二一三一
一一一一一

1－｡_一・一一一.‐皇・肩．
－毛－一一

－－

，： 〆

臼

０

０

１

１

Ⅲ

ｂ

ｑ

Ｌ

Ⅱ

■

■

篭

I
~

一

2－
｜
一
堂
一特三三許三三及三三 用三三新三三案

ー

實－

－

一

ｌ
ｒ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
卜
ｉ
Ｉ
Ｉ
化
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｎ
冊
Ⅲ
Ⅱ

前房より流出孔に向て緬蔑り行く燃焼器の通過横断面

は階段服に段階付け･られ、依て前房内容物は段階に鴬る

ことにより~卜分に渦動及霧化せらる其の結果機闘は總で、｜の回輔敷に於て等し〈軟和且平滑に蓮鞠するものとす。

蕊に燃焼器の個々の段階の底の環朕而を側錐舩に斜に形 li

…:…縄｡胸……職。瓢！
成することにより前房内容物の霧化及渦動は更により一

撰料部分と空氣部分とは燃焼器通過の際に緊密に混合じ.li
且時に燃料は附加的に霧化せらるれぱなり。，I
前房筐内jご挿入せられたる燃焼器は特殊なる形なるを

以て、例へぼ｢ニッケル」を添加せざる普通の釧詮以て製

作せらるることを得。蓋し壁は縮裂の生ずること又は熱き

聴力による内狼力を避くる潟に-1-分に弧ければなり。主 ～

燃焼裳への一個又は数個の流出孔を剛む燃焼器の下方部
分の壁も亦工作材料自礎が熱溜めとして役立ち、･依て燃毫

僥器を高価ならしむる別個の熱淵め用入れ子が省かるる
如く躯くぜらるるととを得。輩に本發明による燃焼器は
外径が主燃澆室に向て階段舷に段階付けられたる麺過横
断面に比しより少〈低銭する如《に形成せらる。依て主
燃焼室に向き熱きrカス｣の影簿を最も多く受〈る工作材
料横断面が時に壁遅厚くせられ且同蒔に優秀なる熱淵玲
を形成す。本發明によれば燃焼器は一片より而も躯純･厳、、
る旋盤製髄として形成ぜらるるととを得。勿論織焼僻を

数個の部分より製作することも可能なり。

然し乍ら之により燃鏡器は一片を以て形成する際に比
し釉高領となるものとす。

3、

第一岡に於て･(a)は窺篭(b)は鎮箭頭(c)は「ピストン」
(d)ぼ主燃焼室(e)は前房(f)は噛射ノッズル.なり｡_前房
(e)は例へぼ氣箭(a)の中央軸線上K流入鉾と排出鉾(9)

との間に取付けらる。骸前房(e)は入れ子(i)によリ形成
･せられ該入れ子(i)内にはI衝射｢ノッズル｣(f)並に燃鍵器

(h)が螺着進らる前房(e)より主燃焼室(d)に向て細まり
行〈該燃鍵器(h)の弼遡横断面は段(h/)により形成せら

れ、該段(h')は例へぱ圃錐状切下げ部(h")を有すること。

．を得前房内審物は該燃焼器(h)の階段朕部分内に於ける

弱力なる渦動及霧化ゐ後に中央穿孔(k)逓迩りて主燃鏡

室内(d)に入る｡蕊五園に示したる如く敷個の流出孔(1)
（1/)が設けらるること＄可能にして之･は任意に配置ぜら

、

る 。、。

、掴示したる淡施例に於てば､燃燥器(h)は例へ侭螺旋

特許第壺四OO八四號

第九類五、直接燃油機關

議明者濁通園アルフオ;/ス．ホーフシテッテル

｢ヂーゼル｣機關用前房
、 』P

發明の性質及目的の要領－，．
本褒明ほ前房軸線の方向に於て互に讃〈異なる麓断面

を有する數個b部分室を傭へたる内燃機關用前房に於て

噴射｢ノツ〆ル｣が前房に入る入口と前房が主燃焼室に入

る入口とめ間の個所が横断面が階段股に段階付けられ、
ロ ク

且段階が比鮫的短'1，なる間隔を瀝きて互に綴き、依て燃

料の完全なる準備が行はれ、且残留物が形成迂れ得ざる

如くに構成世もれたることを特徴とずる内燃機關用前房
に係り、其の目的とする所は燃焼器の展簡理なる様造に
総て該燃焼器の特殊なる形により前房内容物の捌力蕨る
渦動と霧化2を可能ならしめ篭以て機關を總ての出現す
釦鱸に於て等し〈軟和且率滑に蓮櫛せしめんとする
にあり。

，圏面の略謬;、，

間面は本發明の寅施例を概略鮒に示すものにして寵第
一間は本發明による前房を有する機闘の断面岡、第二間
数第三側は第一岡による機鰡の前房入れ子と燃焼器との
擬大餓両圖、第四間は燃焼器の平面間、第五慨は数個の
流出用穿孔を有する燃焼器の断面岡なり。

談明の詳敷なる説明
〃

本發明は前房が主燃焼室内に入る入口の前に取付けら
れたる燃鍵器を布ずる〔ヂーぜﾙ｣磯闘用前房に擦り､其

圏一蘂．の目的は該燃焼器

『 の 最簡単 な ･ る 椎 遥
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圖 五鐸(hど')により入れ子(j)内腱螺着登らる。然し乍ら本發明
〆

の範園内に於ては燃鍔器(h)の取付けは他の適當なる方

法によりて行はるることも､可能なり。多くの場合には燃
焼器(h)の通過横断面を圓錐舩塊･り下げ部(h")なしに形

、－－成することを以て十分なるべし｡_而じて前房(e)は斜め

に氣龍の主軸線に對して任意P角をなして氣篭頭(b)内
に挿入せちるることも叉流出横断面(k)(1)(1")が第二圖

第三園及第流圖に示したる如く任意に組合はさるること
も可能なり自蓉に例へぼ蕊五圖に於ける中央流出孔(''）

リ

は主燃澆室(d)に向で擴趣､之に反し該孔の前房(e)に

向きたる側は徹に極めて小なる横断面のみを有する如〈

に圓錐状に形成ぜちるる.ことを得。該圓錐妖に形成せら

れ．たる中央流出孔は第二圖及第三岡による総造と同様に

．識關の容易なる靖動を冷却欣態に於ても可能ならしむ。、

何となれば始動の際に、燃料の一部分は該中央穿孔を'通

りて直接主燃焼室に達し得ればなり。普通運穂中は例へ

．ぱ該中央穿孔(1')を通りて燃料噴射線に逆流する空氣が“

主燃焼室内への燃料の直接噴射を阻止し、依て黙火が前、

謬内に於て行はれ斯くて前房の普邇の作用が維持せら､る

勘ものとす。第五団に示したる本發明の櫛造は普通運樽

．＊に燃料部分が中央穿孔を通りて燃焼室内に達し得る如
くに形成せらるると.とも可能なり。〃

附、記

’一前房が公知の如き方法にて直接唆射｢ノッズル｣の口

に接痩しより太なる接噺面を有する部分室と一個又は

数個のよりx1,なる横断面を有する部分室とより成り、

該より小瀝る部分室はよ・り大なる部分室を主燃焼室と

連絡し、且本發明によれば階段舩段階がより小なる横

鬮i面を.荷する部分室内にあ,ることを．特徴とする特許請

圖皇錐, 岡二蕊

鬮嘆蕊
宇

げ

〃

-&
売

求範園記載の内燃機關用前房

二、階段朕段階を有する郡分室に前房と主燃焼器とを連

絡する唯一個の通路が接職することを時徴とす＆特許

諦求の範函及附･記一記載の閤燃銭關用前房
、 q q

三階段状に段階付けられたる前房部分室に接綴する連

，絡邇路が該部分室の軸線方向に向くとと壁特徴とずる

特許諦求の範囲及附記一乃至-記俄の内燃機開閉前厨
O刀

四段階の譲舩面が渦動を媛助する爲に二番を収られ、

依て内側から外側に向て傾斜することを特綴とする特

許諦求の範園及附記一乃至三記載の内燃機關用前房

五より大なる前房郡分室と前房が主燃蕊室噂に火る入
口.との間に入海子があり。該入れ子は階段賊段階を含

有することを特徴とする特許請求の範圃及附記一乃至

四記載の内燃機關用前房

六入れ子が其の外側に於ても階段妖jこ而も壁の厚きが

入れ子の上方部分より主燃焼室内に入る入口･に向丁墹

大する如〈に段階付けられたる．ことを特徴とする特許

諦求の範圃及附記一乃至五記載わ内燃機關用前房
-上階段舩段階を含有する入れ子が職射「ノッズル･｣避支

持する筒と謹結せられ、該筒はより大なる淡蔵面を布

する前房部分室;を含有することを特徴とする特許識求

の範園及附記一乃至六記載の内燃機關用前房

八砿射｢ノッズル｣上前房を主燃燵室に連絡すぅ通雌鯉

により大なる機断面を有する部分達を含めて階段縦に

段階付けられたる前房部分室とが同心に賑付けら"私準

ること遥特徴とする特許請求の範個及附記一乃至七記
■F

載の内燃穂關用前房

九燃焼器が前房睦同fと挿入ぜらね、且普緬わ跡(ニッ
ケル)毬添加せざる｣より成り得ること誉蒋徴とまる鰯

許諦求○範咽及附記一乃至八記轆の内燃機關.用前房
．：
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